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体育施設の使用料が
変更になります

九州東海大学と菊池市との農業に
関する交流協定（トピックス）

冬に多い病気「インフルエンザ」
（健康だより）

市税・国保税の納め忘れは
ありませんか？

第36回旭志元旦マラソン
参加者大募集
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　11月４日（日）に孔子公園
であった「泗水秋まつり」で披
露された「祭孔大典（さいこう
たいてん）」です。
　色鮮やかな衣装を着た舞生
（まいせい）や楽生（がくせい）
などの幻想的な踊りと音楽に
観客は魅了されました。
（11ページに関連記事）
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菊池市営中央グラウンド・戸崎グラウンド・水迫グラウ
ンド・重味グラウンド・小木グラウンド・やまびこグラ
ウンド・七城総合グラウンド・旭志グラウンド・泗水グ
ラウンド・永南グラウンド

施 設 名 区　分 使用料
区　分

市内者
（１時間）

市外者
（１時間）

中央グラウンド
戸崎グラウンド 半　面 施　設 200円 400円

水迫グラウンド 全　面 施　設 200円 400円

重味グラウンド
小木グラウンド
やまびこ
　　グラウンド

全　面
施　設 200円 400円

照　明 1,000 円 1,000 円

七城総合
グラウンド

全　面 施　設 700円 1,400 円

野　球 施　設 500円 1,000 円

サッカー 施　設 500円 1,000 円

ソフト
ボール
１　面

施　設 300円 600円

照　明 1,000 円 1,000 円

テニス
クレー
１　面

施　設 200円 400円

テニス
人工芝
１　面

施　設 300円 600円

照　明 300円 300円

旭志グラウンド

全　面
施　設 500円 1,000 円

照　明 2,000 円 2,000 円

野　球
施　設 500円 1,000 円

照　明 1,000 円 1,000 円

サッカー
施　設 500円 1,000 円

照　明 2,000 円 2,000 円

ソフト
ボール
１　面

施　設 300円 600円

照　明 1,000 円 1,000 円

泗水グラウンド

全　面 施　設 700円 1,400 円

ソフト
ボール
１　面

施　設 300円 600円

永南グラウンド 全　面
施　設 100円 200円

照　明 500円 500円

※スポーツ活動以外で利用する場合は、上記使用料の３
倍とします。ただし、照明使用料は除きます。

※グラウンドゴルフで利用の場合は、１団体１コース１
時間 100円とします。

七城運動公園

施 設 名 単位 市内者
（１時間）

市外者
（１時間）

サッカー場 １面 1,000 円 2,000 円

ゲートボール場 １面 50円 100円

クラブハウス １棟 400円 800円

※スポーツ活動以外で利用する場合は、上記使用料の３倍
とします。

菊池市営菊池プール・市営七城中央プール・
市営七城北プール

区　　分 使用料

普通券
（１回分）

中学生以下 １枚につき 100円

高校・一般 １枚につき １50円

回数券
（12回分）

中学生以下 １冊につき 1,100 円

高校・一般 １冊につき 1,600 円

団体券 30人以上の
団　　　体 １回につき 普通券の 2割引

※菊池市内に居住するもの以外の利用については、上記使
用料の２倍とします。

菊池市泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター

プール使用料

区分／時間 9時～ 12時 13時～17時 18時～21時

中学生以下
（１人） 100円 100円 100円

高校・一般
（１人） 150円 150円 150円

※菊池市内に居住するもの以外の利用については、上記使用
料の 2倍とします。

菊池市営相撲場

区　　分 市内者
（１人１日）

市外者
（１人１日）

中学生以下 無　料 200円

高校・一般 100円 200円

照明使用料 1時間につき 100円を加算します。

菊池市菊池体育センター・菊池市立迫間体育館・菊之池
体育館・小木体育館・水迫体育館・やまびこ体育館・七
城体育館・旭志体育館・泗水体育館・泗水第２体育館

体育活動を目的として利用する場合

区　　分 市内者
（1時間）

市外者
（1時間）

バスケットボール 1面 200円 400円

バレーボール 1面 200円 400円

バドミントン 1面 100円 200円

卓球台 1台 100円 200円

照明使用料
バレーボールコート１面を
単位とし、１時間につき
200円を加算します。

菊池市菊池ゲートボール場・七城北地区ゲートボール場

体育活動を目的として利用する場合

単　　位 市内者
（１時間）

市外者
（１時間）

１面 50円 100円

体育活動以外を目的として利用する場合

区　　分 １時間

営利事業に利用しない場合 2,000 円

営利事業に利用する場合 6,000 円

実施は平成20年4月1日利用分からです
主な改正点  →1時間ごとの実質の利用状況に沿った料金体系に変更になりました。

　菊池市には数多くの体育館やグラウンド、プール、学校施
設、その他の体育施設があります。体育施設の使用料は旧市
町村時のままとなっていましたが、使用料格差の平準化と維
持管理費用などを考慮し、検討した結果、体育施設の使用料

を下記のとおり統一することとなりました。
　実施日は平成 20年 4月 1日利用分からとなります。市
民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

各体育施設使用料（改正後）

菊池市旭志Ｂ＆Ｇ海洋センター

プール使用料

区分／時間 9時～ 12時 13時～17時 18時～21時

中学生以下
（１人） 100円 100円 100円

高校・一般
（１人） １50円 １50円 １50円

※菊池市内に居住するもの以外の利用については、上記使
用料の２倍とします。

艇庫附属備品使用料

利 用 区 分
市内者 市外者

小・中学生 高校・一般 小・中学生 高校・一般

カヌー 50円 100円 100円 200円

ペアカヌー 50円 100円 100円 200円

OPヨット 50円 100円 100円 200円

ローボート 50円 100円 100円 200円

12Ｆヨット 50円 100円 100円 200円

セールボート 50円 100円 100円 200円

※利用時間　9時～ 12時　13時～ 17時　海洋クラブ員
は無料。

体育館使用料

施設名 区分 市内者
（１時間）

市外者
（１時間）

アリーナ

バスケットボール
１面 200円 400円

バレーボール１面 200円 400円

バドミントン１面 100円 200円

卓球台１台 100円 200円

照明使用料 バレーボールコート１面を単位とし、１時間に
つき 200円を加算します。

ミーティング
ルーム

会場使用料 100円 200円

照明使用料 100円 200円

冷暖房使用料 300円 300円

艇庫附属備品使用料

利用区分
市内者 市外者

小・中学生 高校・一般 小・中学生 高校・一般

カヌー 50円 100円 100円 200円

ペアカヌー 50円 100円 100円 200円

OPヨット 50円 100円 100円 200円

ローボート 50円 100円 100円 200円

※利用時間　9時～ 12時　13時～ 17時　海洋クラブ員は
無料。　

体育活動以外を目的として利用する場合

区　　分 1時間

営利事業に利用しない場合 2,000 円

営利事業に利用する場合 6,000 円

照明使用料 １時間につき 500 円を加算
します。

七城屋内スポーツセンター

体育活動を目的として利用する場合

施 設 名 単　位 市内者
（１時間）

市外者
（１時間）

ゲートボールコート １面 200円 200円

テニスコート １面 400円 800円

ミニバレーコート １面 100円 200円

照明使用料 １時間につき 300 円を加
算します。

体育活動以外を目的として利用する場合

区　　分 １時間

営利事業に利用しない場合 2,000 円

営利事業に利用する場合 6,000 円

照明使用料 １時間につき 500 円を加算
します

備　考 1 時間未満は 1時間とします。
 照明使用料は 1時間単位の金額とします。
 利用時間は、原則として 22時までとします。
問い合わせ先
教育委員会社会体育課　☎（25）7234
　　　　　　　教育課　•七城分室　☎（25）1580　
　　　　　　　　　　　•旭志分室　☎（37）3111
　　　　　　　　　　　•泗水分室　☎（38）2258

体育施設の使用料が変更になります体育施設の使用料が変更になります
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TOPICS

●農地・水・環境保全向上対策とは？
　農地・農業用水などの資源は、食糧を生産する
だけでなく、地下水のかん養や災害防止などの国
土保全、洪水防止、美しい景観形成など、普段意
識していないところで地域住民の皆さんに様々な
恩恵を与えています。
　しかし、農村地域の過疎化・高齢化の進行など
で、農地や農業用水路などの資源の維持管理が難
しい状況にあります。また、農業生産活動も、環
境問題に対する関心が高まる中で、環境保全型農
業へ転換していくことが求められています。
　こうした課題に対応するため、平成 19年 4月から農地や農業用水路などの資
源を保全向上する効果の高い共同活動と環境負荷を大幅に低減する営農活動を支
援する「農地・水・環境保全向上対策」が全国で実施されています。
●菊池市での多様な取り組み
　菊池市では、農業者だけでなく、地域住民・老人会・子供会・PTAなどが幅
広く参加する 79の活動組織が設立されました。
　農地周辺の草刈や水路の土砂上げなどの基礎的な活動のほか、水路や農道のき
め細やかな補修、景観作物の植栽、環境保全啓発用看板の作成など、住民が一体
となってそれぞれの地域の特色を活かした取り組みが積極的に行われています。
　また、環境負荷を大幅に低減する営農活動には 2組織が取り組んでおり、「環
境にやさしい農業」が行われています。その一部ですが、各地での取り組みを紹
介します。

農地・水・環境保全向上対策今年の４月から菊池市内各地で展開中！

①通水機能を維持するための水路の泥上げ
作業

②破損した水路の補修作業
③農道・水路の草刈
④⑤集落の水路に生息する生物の調査、調
査結果の記録

⑥集落を流れる水路の定期的な水質調査の
実施

⑦農薬の施用量低減のための水稲の温湯種
子消毒

⑧⑨景観を良好にするための植栽、管理
⑩水路沿いに植栽されたコスモス
⑪農村環境向上のための環境保全啓発用看
板の作成、設置（他の地域の看板は菊池
市ホームページで見ることができます。）

七城芝生交流広場

施　設　名 区　　分 市内者
（１時間）

市外者
（１時間）

野　　球 1　面 500円 1,000 円
サッカー 1　面 500円 1,000 円
ソフトボール 1　面 300円 600円
多目的広場 1　面 200円 400円

照明使用料 
全　面 2,000 円 2,000 円
半　面 1,000 円 1,000 円

ソフトボール 1面 1,000 円 1,000 円
※スポーツ活動以外で利用する場合は、上記使用料の 3倍
とします。ただし、照明使用料は除きます。

※グラウンドゴルフで利用の場合は、1団体 1コース 1
時間 100円とします。

各体育施設使用料（改正後）

菊池市立小中学校施設
学校施設（市立小中学校）使用料

施　設　名 区　　分 市内者
（１時間）

体育館
バスケットボール１面 200円
バレーボール１面 200円
バドミントン１面 100円

照明使用料 バレーボールコート１面を単位として、
１時間につき 200円とします。

柔道場 全　面
施設使用料 100円
照明使用料 200円

武道場 全　面
施設使用料 100円
照明使用料 200円

運動場 全　面
施設使用料 200円
照明使用料 1,000 円

泗水中
テニスコート 全　面

施設使用料 200円
照明使用料 200円

※グラウンドゴルフで利用の場合は、１団体１コース１
時間 100円とします。

七城木の研修交流施設
（ミーティングルーム）

区　　分
基本料金
（2時間
以内）

追加料金
（1時間
につき）

冷暖房料
（1時間
につき）

貸　切　り
高校生以下

市 内 者 1,000円 300円 500円
市 外 者 2,000円 600円 500円

宿泊中学生
以下（1人）

市 内 者 200円
市 外 者 400円

宿泊高校生
以上（1人）

市 内 者 500円
市 外 者 1,000 円

（パントリー）
区　　分 料　　金

貸切り
市内者 日帰り　500円 １泊　1,000 円
市外者 日帰り 1,000 円 １泊　2,000 円

（引率員室）
区　　分 料　　金

宿　泊
中学生以下（1人）

市内者 300円
市外者 600円

高校生以上（１人）
市内者 500円
市外者 1,000 円

（個室）
区　　分 料　　金

宿　泊
中学生以下（1人）

市内者 300円
市外者 600円

高校生以上（1人）
市内者 500円
市外者 1,000 円

泗水武道館
体育活動を目的として利用する場合

区　　分 市内者
（１時間）

市外者
（１時間）

全面 100円 200円
照明使用料 １時間につき 200円を加算します。
体育活動以外を目的として利用する場合

区　　分 １時間
営利事業に利用しない場合 2,000 円
営利事業に利用する場合 6,000 円

照明使用料 １時間につき 500 円を加算
します。

　今回紹介した他にも、すでに地域では様々な活動が展開されて
います。美しい農村、地域の資源を未来に引き継ぐためにも、皆
さんもこの活動に参加してみてはいかがですか ?

① ②

③

⑥

⑦

⑤④

⑧

⑪

⑨

⑩
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TOPICSTOPICS

　菊池警察署協議会が菊池警察署であり、委員の
信岡博濟会長、　山下峯子副会長、西本直之委員、
松岡一俊委員、園木道子委員、堤　浩利委員と同
署員 13人が参加し、意見や要望の情報交換を行
いました。
　警察署から、住民の期待に応える交番・駐在所
活動の在り方に対する諮問（しもん）や管内の情
勢などが説明され、各委員からは、「パトロール
を強化し、できるだけ警察官の姿を見せてほしい。
『交番だより』などの発行により、身近な犯罪事
故の情報提供してほしい。交通事故防止のため、
街灯の設置を行政へ働きかけてほしい。学校や保
護者との連携を密にして学校問題に取り組んでほ
しい」などの意見・要望がありました。
　同協議会は、今後も安全・安心な街づくりのた
め取り組んでいきます。

　中津スヤ子さん（　　戸城）
が、熊本県より平成 19年度の
「くまもとふるさと食の名人」
に認定されました。これまで
地域のイベントなどで伝承活
動をしてきた、菊池市の伝統
料理「ゆべし」の名人として
の活動が認められたものです。
　今後、中津さんは、現在菊
池市で活躍している 9人の認
定者に加わり、各種イベント
や教育現場で、指導や協力を
行いながら、食文化の継承と
食育、地産地消の推進活動を
していきます。

　「くまもとふるさと食の
名人」は、伝承活動などに
取り組み、ふるさとの食の
普及啓発活動を展開するこ
とを目的に行われている事
業で、県の安全安心で新鮮
な食材を活用し、地域の食
文化を広く発信する活動を
行う人たちを、県が認定す
る制度です。

「くまもとふるさと食の名人」に
認定された中津さん

菊池警察署協議会を開催
中津スヤ子さんが
「くまもとふるさと食の名人」に認定

菊池警察署であった協議会

　秋田わか杉国体銃剣道競技に熊本県代表として出場
した少年男子チームが 6位入賞を果たしました。グ
ループトーナメントで地元秋田県チームに 2対 1で
敗れ、臨んだ指定トーナメント戦で、1回戦愛知県、
2回戦岡山県チームにともに 2対 1で勝ち、指定トー
ナメント決勝戦で宮城県に敗れ 6位入賞となりまし
た。
　泗水少年クラブで小学校 1年生の時から練習して
きた小林、木下両選手（菊池高校 3年）は「最後の
大会で悔いのない試合ができました。全国の選手や多
くの人たちと知り合えることができてとても楽しかっ
たです」と大会を振り返りました。

第62回国民体育大会
秋田わか杉国体銃剣道競技で６位入賞

10/6（土）・7日（日）

　川辺保育園（上野聖子園長）の年長組の園児 15人が、バ
ケツで栽培した米を使った「おにぎり作り」に挑戦しました。
JA菊池が同園に提案し、食育の一環として今年始めて行わ
れたものです。
　一人にひとつずつのバケツを「マイ田んぼ」と名付け、5
月下旬に種をまき、間引きや水やり、害虫駆除などの作業を
みんなで協力しながら体験してきました。10月には実った
稲を刈り取り、足踏み式の脱穀機や、すり鉢・一升瓶を使っ
た精米も体験しました。
　今回取れた米は 9合で、ホカホカに炊き上がった米を手
にし、小さな手で一生懸命おにぎりを作りました。これまで
の作業を思い出しながら、園児はおにぎりを口に頬張り「自
分たちで育てたのでモチモチしておいしいです」と話してく
れました。

川辺保育園児が自作米で「おにぎり作り」

　菊池市と九州東海大学とが、農業の振興と人材の育成に向けた交
流協定の締結に合意し、菊池市役所で交流協定書の調印式が行われ
ました。
　双方はこれまで、農業分野で活発な相互交流を行ってきており、
特に菊池市の特産品であるヤーコンの導入には、10年近く前から
指導を受けていた経緯と実績がありました。今後、これまで培われ
てきた連携を強化し、農業振興に向けた取り組みを更に広げるため
に、次の事項について協力することを約束しました。
①農・畜産物の生産・技術の導入に関すること
②農・畜産物の加工・研究に関すること
③農村の振興、都市と農村との交流に関すること
④農業担い手の確保・育成に関すること
⑤その他農業振興に有益な事業に関すること
　今後、双方の実務者による推進会議を設け、協定に基づく具体的
な事業計画の検討や事業評価、成果公表などが行われる予定です。

　鹿央公民館で行われた交通安全高齢者自転車競技城北ブロック大会に出場した
菊池地区が団体優勝を果たし、個人の部でも菊池地区代表の渡辺辰雄さんと日野
隆成さん、中野照明さん、岩根求さんが入賞しました。
　競技コースには、信号のある交差点での通行やS字カーブ、細い道での通行
などがあり、自転車の運転技術と規則の遵守が競われました。
　また、競技終了後には菊池地区交通安全協会の寸劇もあり、なごやかな雰囲気
のなかで改めて自転車での交通安全について理解を深めていました。
　個人 1位に輝いた渡辺さんは「夢のような結果です。日ごろから交通ルール

を意識して自転車に乗っ
ているので、その成果が
発揮できたのではないで
しょうか」と語っていま
した。菊池地区の上位の
結果は次のとおりです。
（敬称略）
団　体　優勝　菊池地区
個　人　1位　渡辺辰雄
　　　　3位　日野隆成
優秀賞　中野照明
　　　　岩根求 狭い道の走行競技に挑む岩根さん

10/22（月）

菊池市の伝統料理「ゆべし」

　菊池公園多目的広場で、旧菊池市民を対象とした体育祭
が開催されました。競技は、旧菊池市 12地区の対抗戦で、
絶好の体育祭日和のなか、一般の部・小学生の部・中学生
の部に分かれて行われました。
　100m走、リレー、技巧走、幅跳び、砲丸投げ、アジャ
タ、南中のマーチング演奏など全 36種目が行われ、子ど
もから高齢者まで約 2,000 人の参加者で大きな賑わいを
見せました。上位の結果は次のとおりです。
一般の部　優勝　花房、準優勝　菊之池、3位　高野瀬
小学生の部　優勝　高野瀬、準優勝　菊之池、3位　花房
中学生の部　優勝　菊之池、準優勝　隈府 3区、
　　　　　　3位　隈府 1区

平成19年度菊池市民菊池体育祭

10/7（日）

大玉転がしリレーに挑む参加者

6位入賞した熊本県代表チーム
写真左から、小林卓矢選手、木下裕貴選手、森皓平選手、
松本監督

10/2
（火）

○菊

調印式で、手を取り合う松前義昭学長（左）と福村市長（右）

九州東海大学と菊池市との農業に関する交流協定10/22（月）

担任の先生の指導で「おにぎり作り」に挑戦する園児たち

大会に参加した菊池地区の皆さん

交通安全高齢者自転車競技城北ブロック大会で菊池地区が優勝10/13（土）

9/20（木）
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　きくち湯遊ツーデーウォークが竜門ダム周辺と、七城総合グラウンド・菊池川河川敷七城
リバーサイドパーク周辺でそれぞれあり、たくさんの人が心地よい秋晴れの中、爽やかな汗
を流しました。
　1日目にあった竜門ダムウォークでは、6km・10km・20kmに分かれた参加者がそれぞ
れのペースで雄大な自然を満喫しながら散策しました。2日目にあったコスモスウォークで
は、5km・10kmに分かれた参加者が菊池川・迫間川河川敷に咲く 150万本のコスモスを
観賞しながら秋の心地よい風とともに散策しました。
　また、20日（土）にあった前夜祭では、七城リバーサイドパークと対岸を結ぶ歩道橋「コ
スモブリッジ」と、満開のコスモスが幻想的にライトアップされる中、地元の七城中学校吹
奏楽部の演奏をはじめとする各種団体のステージ披露がありました。メインの打上げ花火や
仕掛け花火がコスモスとともに、会場周辺を色鮮やかに飾り、訪れた家族連れなどを魅了し
ました。

きくち湯遊ツーデーウォーク（竜門ダムウォーク、七城コスモス
ウォーク）、菊池市七城ふるさとコスモスまつり

自然を満喫しながら竜門ダム周
辺を散策する参加者

前夜祭でのステージ披露（上）と打ち上げ花火（右）満開のコスモスを眺めながら歩く参加者

10/20（土）・21（日）

　菊池市ほか 8市町で構成する菊池川流域同盟が菊池川保全の
啓発のために毎年実施している「菊池川の日スペシャル」のイベ
ントが植木町生涯学習センターで開催されました。菊池川の監視
などで活躍している水援隊員の紹介や、阿蘇を拠点に音楽活動を
しているデュオグループ「Viento（ヴィエント）」の水物語コン
サートなどがありました。
　富士山の麓でスローライフを実践している元あのねのねの清水
國明さんが、『借りている地球の使い方～この美しい森と川と湖
を守るために～』と題して講演しました。清水さんが「今の社会
は、もっと便利で、もっと快適であることを求めているが、本当
の人間らしく生きるためには、
自然に帰ることが原点だ」など
と、楽しいエピソードを交えな
がら話し、約 300人の聴衆は熱
心に聞き入っていました。
　また、会場内には各市町で水
環境の保全などで活躍している
ボランティア団体（菊池市から
は「泗水きれいな水と命を守る
会」が出席）による廃油石鹸の
展示、国土交通省コーナー、菊
池川の魚コーナーなどの展示が
あり、特に菊池川の魚とふれあ
うコーナーでは多くの子どもた
ちで賑わいました。

菊池川の日スペシャル10/17（水）

　七城町清水区にある清水若宮神社で、民俗芸能
の神楽があり、地元区民などが見守る中で、おご
そかに行われました。
　毎年同神社の祭日に合わせて行なわれているも
ので、地元の清水神楽保存会（前田義誠会長）に
より、「榊舞」と「弓剣舞」の 2座が奉納されま
した。
　前田会長は「メンバー 12人の平均年齢は 65
歳です。後継者がいなくて苦労していますが、地
域の伝統行事を後世に残すため、どうにかして続
けていきたいです」と話されました。

「榊舞」を舞う保存会のメンバー「人間らしく生きるためには･･･」
と講演する清水さん

清水神楽10/18（木）

　菊池安全安心パトロール隊一斉パトロール出発式
が菊池市役所で行われ、菊池安全安心パトロール隊
（堀野誠也隊長）と菊池警察署（中口俊宏署長）か
ら計 60人が出席しました。一斉パトロールでは、
青色回転灯を搭載した防犯パトロール車と同署のパ
トカー計 11台に分乗し、市内 5地域に分かれて巡
回し、市内 2カ所の商業施設で買い物客らにカギ
かけなどを訴えるチラシを配布し、防犯を呼びかけ
ました。
　また、パトロール後の報告会では、隊員から「各
小学校で作成されている防犯マップを集約し、市内
危険箇所の確認をするなど、今後の巡回に活用した
い」との意見がありました。

一斉パトロールとキャンペーンで
防犯PR

10/19（金）

　大阪刑務所武道館で開催された全国矯正職員武道選手権
大会剣道の部で、菊池市河原出身の山下稔文（やましたと
しふみ）（剣道 5段・28 歳）さんがみごと優勝し、全国
の刑務所・少年院などに勤務する矯正職員約 25,000 人
の頂点に輝きました。
　山下さんは、平成 8年 3月に菊池南中学校を卒業し、
剣道の名門である鎮西高校、国士舘大学へと進み、平成
15年 4月から宮崎刑務所に勤務されています。
　山下さんは「小学生時から剣道を続けてきて、こんなに
嬉しいことはあ
りません。今後
も練習に励み、
矯正の大会ばか
りでなく宮崎県
代表として全日
本剣道選手権や
国体に出場する
ことも目標に頑
張っていきたい
です」と喜びを
話されました。

菊池市出身の山下稔文さんが全国矯正職
員武道選手権大会剣道の部で日本一に!

10/26（金）

全国矯正職員武道選手権大会剣道の部で日本一に輝いた山下さん
一斉パトロール後に菊池市役所であった報告会

　中原区（原川欣二区長）のグラウンドで「中原ふるさと
祭」があり、たくさんの区民などで賑わいました。「子供
たちに夢を !高齢者に生きがいを !」をテーマに、今回初
めて行われたもので、企画から準備までを区民でつくる祭
り実行委員会が行いました。
　だご汁や焼き鳥などの出店が並ぶ中、カラオケやライブ、
じゃんけんゲーム、大正琴の披露などがあり、参加した区
民たちは秋の 1日を楽しみました。
　原川区長は「この祭を通して益々元気な『ふるさと』に
なればと思います」と話されました。

　「東京菊池会」の設立総会が、東京都内のホテル
で総勢 80人が参加して開催され、新しい郷土会が
誕生しました。会長には平山正剛氏、副会長には中
嶋幸四郎氏、岩根忠雄氏、石坂玲子氏が就任し、理
事 9人、監事 2人、会計 1人、事務局 1人の役員
も選出されました。
　総会後の「ふるさと菊池のつどい」では、平山会
長が「新しいふるさと、菊池の歴史や文化、そして、
素晴らしい自然を大切に、千年後に残る菊池市づくりを応援していきたい」とあいさつ。福村
市長からは、新しい郷土会設立への御礼と支援の約束や企業誘致などへの協力のお願いがあり、
来賓の北田議長、東京県人会の木下副会長からも祝辞がありました。懇親会では、ふるさとの
思い出話などで大いに盛り上がりました。

新しい郷土会「東京菊池会」が誕生

中
原
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た

「
中
原
ふ
る
さ
と
祭
」

東京都内であった設立総会・懇親会

中原ふるさと祭10/27（土）

10/28（日）

あいさつをする
平山会長
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　熊本城築城 400年祭「奉行丸ステージ」広場で、平成 19
年度第 45回熊本県子ども会大会が開催され、菊池市子ども
会より「小川子ども会（旭志支部）」が表彰されました。熊
本県子ども会連合会が主催して毎年行っているもので、地域
で健全な子ども会活動につとめ、優秀な成績をあげている子
ども会に対して、今後における活動の振興を図ることを目的
に「優良子ども会」として表彰しています。今回、菊池市子
ども会育成協議会々長が小川子ども会を推薦し、表彰された
ものです。
　小川子ども会では地域の皆さんと協力して県道沿いの「あ
じさい街道」の手入れを行うなど、積極的な活動を行ってお
り、その取り組みが評価されました。同会の今後益々の活躍
が期待されます。

　ボランティアグループ「しすいっ子童話会（前田和子会長）」
が、故増田敬太郎巡査の生涯を描いた紙芝居「増田敬太郎物語」
を完成させ、「としょかんまつり」で初披露しました。紙芝居
は会員手書きによる水彩画 14枚からなり、物語は親族から聞
き取った内容などが子どもにも分かる言葉でまとめられていま
す。会場には子どもたちや親子連れなどが訪れ、初めて見る紙
芝居を熱心に見ていました。
●故増田敬太郎さん（明治 2年‐明治 28年）
　故増田巡査は明治 2年（1869 年）8月、当時の泗水村に生
まれました。幼い頃から進んでみんなの役に立つことを考え、
世のためになる仕事をしたいと、明治 28年に佐賀県の警察官
となり、すぐにコレラが蔓延する当時の入野村高串地区（現唐
津市）に赴任しました。防疫や患者の遺体運搬に不眠不休で働
き、自らも感染し、増田巡査が警察官となった 7日目、この地に赴任して 4日目に 25歳という若さで亡くなりました。
その後、増田神社ができ、夏には盛大な祭が行われ、今でも住民にその偉業が語り継がれています。

小川子ども会のメンバーと保護者

「としょかんまつり」で「増田敬太郎物語」を初披露する、
しすいっ子童話会のメンバー

小川子ども会が県優良子ども会として表彰10/28（日）

しすいっ子童話会が紙芝居「増田敬太郎物語」を初披露10/27（土）

　爽やかな秋空のもと、泗水秋まつりが孔子公園でありました。昨年に続
き「しすいコスモスマラソン大会」「孔子まつり」「農業まつり」が同時開
催されました。
　マラソン大会には、市内外から 477 人が出場し、孔子公園横をスター
トした選手たちは、3キロ、5キロ、10キロの部にそれぞれ分かれ、合
志川河川敷に咲くたくさんのコスモスを眺めながら健脚を競いました。ま
た、友好都市である韓国金堤市のキム・ヨンヒョンさんなどの招待選手も
出場し、国際交流の輪も広げました。
　午後からは、玄海竜二さんによるゲストショーをはじめ、養生米による
米釣り大会や祭孔大典原曲をアップテンポにアレンジした曲にあわせての
ダンスコンテストがあり来客者を沸かせました。
　同園の祀聖亭（しせいてい）周辺であった「祭孔大典」では、色鮮やか
な衣装を身にまとった舞生の踊りや、中国古来の楽器を奏でる楽生の演奏
などを、地元中学生生徒など 59人が披露し、来場者を魅了しました。
　終日、会場では地元農畜産物の販売や JAの各部会の展示販売、スケッ
チ大会、フォトコンテストがあり、たくさんの人で賑わいました。

①1km付近を走る
　ランナー
②祭孔大典
③養生米釣り
④ダンスコンテストでグラン
プリを受賞した「むつみ会
泗水支部」

⑤孔子公園書道展の
　入選者

　「夢空間」の店内特設会場で、マイバッグ・キャンペー
ンソング「お買い物にはマイバッグ」のライブが行われま
した。店の協力により音響設備やスペースの確保、広告へ
の掲載などもあり、たくさんの人がつめかけました。
　ライブには、「マイバッグ音楽隊　（本市職員・野中英樹
さん一家）　」と、菊池さくら保育園のさくら組の園児 18
人、菊池市マイバッグ運動推進市民会議のメンバーが参加
しました。マイバッグ音楽隊の歌声と、園児たちが練習し
てきた歌と振り付けをかわいく披露する姿に、買い物客は
足を止め、一緒に手拍子をしながら聞いていました。
　皆さんも、環境保護や子どもたちの見本となるためにも、
買い物の際には、身近で簡単に出来るマイバッグを持参し
ましょう。

市内スーパーでマイバッグをPR

11/1（木）

　菊池市で酪農を経営する森浩一郎さん、梁池健次郎さ
ん、石本幸一さんの 3人が第 7回全日本ブラックアン
ドホワイトショウへの出品の報告に訪れました。福村市
長が「経営が難しくなってきており、厳しし状況ですが
大会で活躍し、これぞ菊池の牛と紹介してきてください」
と激励しました。
　大会は 4年に 1度行われているもので、11月 12 日
（月）・13日（火）に静岡県で開催されました。約 200
頭が出品（うち熊本県からは 13 頭が出品）され、審
査の結果、石本幸一さんが第 2部首席を受賞しました。
受賞おめでとうございます。

出品の報告に訪れた３人。右から森さん、梁池さん、石本さん

店内ライブで「マイバッグ」を呼びかける「マイバッグ音楽隊」
と「菊池さくら保育園」の園児、「菊池市マイバッグ運動推進市
民会議」のメンバー

菊池市の酪農家3人が全日本ブラック
アンドホワイトショウへの出品を報告

11/2（金）

　菊池市海外研修生の会の派遣事業として、菊池市内で公募した 5人の
派遣団員が韓国を訪問し、ソウル外国語アカデミーの生徒さん宅でホー
ムスティをしながら、歴史、文化、自然などを学んで来ました。
　また、招待事業として 11 月 1 日（木）から 11 月 4 日（日）まで、
アカデミーから李　英修（イ・ヨンス）さん、李　和蓉（イ・ファヨン）
さんの 2人を菊池市へ招き、同様にホームスティをしながら交流をしま
した。滞在中 2人は、菊池市長を表敬訪問し「日本の文化と心に触れて
みたいです」とあいさつ。その後、菊池渓谷や阿蘇などの見学や、日本

の文化体験、歴史
について学び、菊
池市文化祭にも参
加しました。
　菊池市海外研修
生の会は、菊池市
における国際交流
の草の根的な役割
を担っている団体
です。この会では、韓国のソウル外国語アカデミーと相互交流を行っ
ており、民間レベルでの交流が実現しています。交流は今年で 23年
目を迎え、双方の友好がさらに深まり、非常に有意義な事業が展開さ
れています。

韓国を訪問した 5人の派遣団員（ソウル市内にて）

「菊池市海外研修生の会」事業実施報告10/25（木）～10/29（月）

福村市長を表敬訪問した 2人

泗水秋まつり（孔子まつり・コスモスマラソ
ン・農業まつり同日開催）

11/4
（日）

①

③②

⑤④
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※携帯電話・PHSからも利用できます。

※月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後 7
時まで受付。

※第2土曜日は午前9時30分～午後4時まで受付。

TOPICS

『韓国へ行って』　小堀　花
　私は、韓国へ行きいろいろな文化にふれ、たくさんの
人達に出会うことができた。私が韓国の文化にふれて、
とても興味深かったのは「食べ物」と「昔の建物」だ。
　韓国の食べ物の中で私が一番気に入ったのは、石焼き
ビビンバだ。食の文化にふれてみて、おはしを使うとこ
ろは日本と同じだが、料理や料理の量など「違うところ
もたくさんあるんだなぁ。」と思った。
　韓国の昔の建物で私が見たものは、政治の中心だった
ところや、お寺などだ。それらの建物はどれも同じよう
な造りで、たくさんの色が使われていた。大きな建物が
たくさん続いていて、あちらこちらに目をうばわれた。
日本語や英語で説明が書いてあるところもあり、韓国は
歴史を大切にして、それを他国の人達にも伝えていって
いるから、とてもすごいと思った。私も韓国の人達を見
習って、日本の歴史をもっと大切にし、他国の人に伝え
ていきたいと思う。
　一緒に行った人達とは、たくさん話したりしていつの
間にか仲良くなっていた。みんなで写真を撮ったり、遊
んだりとても楽しかった。五日間だけの付き合いではな
く、「これからも仲良くしていける」そんな友達ができ
たのでとても嬉しかった。
　韓国の中学生とは、最初は言葉が通じず大変だったが、

韓国語のプリントを使ったりしてどうにか会話していっ
た。ホームステイ先の人達はみんな優しく、親切で、お
互いに相手の国の言葉をしゃべったり、韓国の中学生が
日本語で手紙を書いてくれたりと、とても親しくなれた。
驚きと、発見の三日間で、生活しづらかったりした時も
あったが、この家にホームステイすることができて本当
によかったと思った。
　私は、言葉以外で自分の気持ちを表現することの難し
さ、積極的に何事にも取り組んでいくことの大切さ、た
くさんの国の文化を知りそれを受け入れ、日本の文化も
伝えていくことの大切さなど、学校の授業では学べない
ようなことをたくさん学ぶことができた。そして、私の
目標でもあった友達をつくるということも達成できた。
今回学んだことを活かし、これからの生活に役立ててい
きたい。

国民年金情報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎（25）7211

国民年金の保険料は
納めましたか？

◆電話時の注意
◇「0570」の最初の「0」を省略
したり、市外局番を付けて間違い
電話になっているケースが発生し
ていますので、かけ間違いに注意
してください。

◇電話がつながらない場合は、最寄
りの社会保険事務所を利用してく
ださい。→熊本西社会保険事務所
☎ 096（353）0141

※「ねんきんダイヤル」は、皆さん
からの電話を全国の年金電話セン
ターなどのうち、回線の空いてい
るところにつないでいます。

※通話料金は一般の固定電話の場
合、接続先にかかわらず市内通話
料金で利用できます。

　今年も残りわずかです。新しい年に向けこの１年間
のけじめをつける時期になりました。
　皆さん、国民年金の保険料は納めましたか？年金は、
自分自身だけでなく世代間の助け合いです。
　未納のままでいると、「老後」の年金はもちろんの
こと「もしも」のときに障害基礎年金や遺族基礎年金
が受けられない場合があります。このようなことがな

いように、保険料は必ず納めましょう。
　一部免除を承認されている期間がある人は、免除さ
れた区分に応じて残りの一部の保険料額を納付しなけ
れば「未納期間」となりますので、注意してください。
　届出忘れや納付もれなどが不安な人、制度について
知りたいことがある人は、相談または問い合わせくだ
さい。

24 時間、土日も対応 

月～金曜日
午前 8時 30分～午後 5時 15分

年金記録照会専用の
フリーダイヤル 

手元に届いた回答票の問い
合わせや一般の年金相談

「ねんきんあんしん
ダイヤル」

「ねんきんダイヤル」

0120-65-7830
0570-05-1165

◇電話では、原則として、皆さんの基
礎年金番号や生年月日をお尋ねし、
後日、回答票を郵送しています。

◇ IP 電話・PHS からは「03-6700-1165」に
お電話ください。 

◇祝日、12月29日～1月3日は利用できません。 

年金記録の問い合わせ先

中学生海外派遣事業に参加した生徒たち

友好都市韓国金堤市で菊池市内中学生40人がホームステイを体験!
～平成19年度菊池市中学生海外派遣事業～
　8月 2日（木）から 6日（月）の 5日間、友好都市の
韓国金堤市で、市内中学生 40人がホームステイを体験し
ました。参加者を代表して、菊池南中学校 2年生小堀花
さんの報告書の一部を紹介します。

旭志中学校と菊池北中学校で
乳児ふれあい学習
　旭志中学校の 2年生 49人と、菊池北中学校の 2年生 91
人が、2回にわたってあった乳児とのふれあい学習で、命の
大切さなどを学びました。
　1回目は、開業助産師の小野田由紀さんを招いて、「皆さ
んは 3億分の 1の確率で生まれた命です。自分を大事にす
るのはもちろん、周りの人も大事にして命をつなぎましょう」
という講話があり、生徒は感動的な話を熱心に聴きました。
その後、シミュレーターを使った妊婦体験などがあり、妊婦
さん（自分たちを産んでくれたお母さん）の大変さも体験し
ました。
　2回目は、生後 2カ月～ 11カ月の赤ちゃんとお母さん計
27組に協力をいただき、乳児とのふれあいを体験しました。
　育児真っ最中のお母さんに、育児に関する質問をしたり、
体重測定で衣服の着脱や赤ちゃんを抱っこしたりしました。
実際に赤ちゃんにふれる中で、生徒は自分も大事にされてき
たということを実感し、親となることの責任や育てる喜び、
乳児のかわいらしさや力強さ、いのちの尊さなどを学んでい
ました。
　この事業は、思春期の子どもたちが乳児とふれあうことで、
命の尊さや子育ての大切さ、親としての責任や喜びについて
考える機会とすることを目的に、家庭科や総合学習の時間を
使って、市と中学校の共催で毎年実施されています。 赤ちゃんに触れ、かわいさを実感する生徒たち

お産について人形を使って説
明する小野田さん

シミュレーターを使って妊婦
体験する生徒たち
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●流行期には人ごみを避ける
　外出時はなるべくマスクをつけるようにしましょ
う。マスクを着用することによって、他人からの感
染を防ぎ、他人に感染させることも防ぐ効果があり
ます。
●外出後は、うがい・手洗い・
顔を洗う

　ウイルスは口の中や手だ
けではなく、顔をなど全身
に付きます。うがいや手洗
いの他にも、顔を洗うこと
も効果的です。

●室内の湿度を保つ
　インフルエンザウイルスは乾燥した状態で活発に
活動します。インフルエンザウイルスの活動を抑え
るためにも、加湿器などを使って部屋の湿度を保ち
ましょう。その際、定期的に室内の換気も必ず行なっ
てください。
●栄養と休養
　体力が低下していると、イ
ンフルエンザウイルスに感
染しやすくなります。バラン
スのとれた食事、十分な睡眠、
そしてあまり厚着をしないよ
うに心がけてください。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
（
普
通

感
冒
）
と
は
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス

の
種
類
が
異
な
り
ま
す
。
通
常
の
か

ぜ
（
普
通
感
冒
）
は
、
の
ど
や
鼻
に

症
状
が
現
れ
る
の
に
対
し
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
急
に
高
熱
が
出
る
の
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、
通
常
の
か
ぜ
の

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
様
式
は
、
特
に
手

か
ら
手
に
よ
る
接
触
感
染
の
頻
度
が

高
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
患
者
の
く
し
ゃ

み
や
咳
、
痰
な
ど
で
吐
き
出
さ
れ
る

微
粒
子
（
飛
沫
）
を
介
し
て
感
染
す

る「
飛
沫
感
染
」が
中
心
で
す
。
よ
っ

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、

マ
ス
ク
を
着
け
た
り
、
う
が
い
や
手

洗
い
が
効
果
的
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
後
、
１
〜
３
日
間
の
潜
伏
期
間
を

経
て
、
突
然
38
〜
40
度
の
高
熱
が
出

て
発
病
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

悪
寒
、
頭
痛
、
背
中
や
四
肢
の
筋
肉

痛
、
関
節
痛
、
全
身
倦
怠
感
な
ど
の

全
身
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
鼻
水
、
の
ど
の

痛
み
や
胸
の
痛
み
な
ど
の
症
状
も
現

れ
ま
す
。
発
熱
は
通
常
３
〜
７
日
間

続
き
ま
す
。

　

健
康
な
成
人
で
あ
れ
ば
一
週
間
ほ

ど
で
治
癒
に
向
か
い
ま
す
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
が
下

が
っ
て
も
体
内
に
は
残
っ
て
い
る
た

め
、
他
人
に
う
つ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

流
行
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

も
、
一
週
間
は
安
静
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
呼
吸
器
系
や

心
臓
に
持
病
を
抱
え
て
い
る
人
は
、

肺
炎
や
脳
炎
、
脳
症
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
合
併
症
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
の
大
き

な
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
場
合
、
脳
炎
や
脳
症
を
併
発

す
る
と
「
水
分
を
取
っ
た
後
す
ぐ
吐

い
て
し
ま
っ
て
元
気
が
な
い
」、「
意

識
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
う
と
う
と
し

て
い
る
」、「
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
」

な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
熱

が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
自
己
判
断
で
、

市
販
の
解
熱
剤
を
服
用
さ
せ
る
の
も

控
え
ま
し
ょ
う
。
市
販
の
一
部
の
解

熱
剤
で
は
脳
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
し

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）7219 健康だより

　日本ではインフルエンザは 12月から 3月に流行
します。これは気温が低く乾燥した冬には空気中に
漂っているウイルスが長生きするからです。
　気温がぐっと下がり空気が乾燥し、冬も本番です。
この冬を健康に乗り切るために、日ごろからバランス
の取れた食生活、十分な睡眠、適度な運動など、規則
正しい生活をこころがけて、風邪に負けない体にして
おきましょう。
　今回は、インフルエンザについての予防法などを紹
介します。

高
齢
者
や
乳
幼
児
は

特
に
注
意
が
必
要

突
然
の
高
熱
…

症
状
の
経
過

インフルエンザと通常のかぜとの違い

通常のかぜ インフルエンザ

感染力
感染力は弱く徐々に
増える

感染力が強く、ウイ
ルスが気管の粘膜で
急激に増加する

主な
症状

•のどの痛み
•鼻がムズムズ
　する
•水のような鼻水
•くしゃみや咳
•腰痛 

• 38度以上の発熱
•頭痛、関節痛、筋
肉痛などの全身症
状

•鼻水
•のどや胸の痛み、
　下痢や腹痛

流　行
徐々に感染が広がっ
ていく

短期間に膨大な数の
人に感染する

死亡率 ほとんど変化なし
65歳以上の高齢者
の死亡率が普段より
高くなる

合併症
重症化することは少
ない

肺炎、気管支炎、脳炎、
インフルエンザ脳症

冬に多い病気

「インフルエンザ」

　10月 24日（水）に旭志会場で、10月 26 日（金）に菊
池会場で 3歳児健診がありました。歯科検診の結果、むし
歯がなかった子どもさんを紹介します。（敬称略）

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがとて
も重要です。これからも「甘いものを控えること」、「歯みが
きをすること」、「歯を強くすること」、「定期健診を受けるこ
と」を心がけ、むし歯ゼロで頑張りましょう。
　今回むし歯があったお子さんは、なるべく早く歯科医院を
受診しましょう。

岡
おかじま

島沙
さ り

莉（　　小原）

水
みずかみ

上真
ま な

菜（　　姫井）

満
み つ だ

田征
まさのり

紀（　　高永）

田
た な か

中　瞳
ひとみ

（　　伊坂）

旭
志
会
場

○旭

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子３歳児健診時「むし歯なし」の子

○旭

○旭

○旭

増
ますなが

永涼
りょうた

太（　　築地）

富
と み た

田陽
ひ な

菜（　　迎町）

石
いしもと

本そら（　　雪野）

甲
か い

斐瑞
み ず き

季（　　栄町）

坂
さかもと

本京
きょうか

佳（　　大琳寺）

菊
池
会
場

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

　インフルエンザの予防接種を受けたら絶対にイン
フルエンザにかからないというわけではありません。
成人の場合、インフルエンザの発病阻止率は 70～
90%ぐらい、小児の場合はさらに低くなります。
　しかし、予防接種を受けておくことで、病気に
かかりにくくなったり、かかっても重くならないよ

うにすることができます。

※菊池市のインフルエンザ予防接種方法は、菊
池市ホームページ（http://www.city.kikuchi.
kumamoto.jp）、広報きくち 11月号 22ページ、
健康カレンダーなどをご確認ください。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
え
ど
も
十

分
な
体
力
と
免
疫
力
が
あ
れ
ば
、
通

常
の
か
ぜ
よ
り
症
状
が
激
し
い
と
し

て
も
自
然
に
治
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
流
行
時
期
に
38
〜
40
度

の
高
熱
や
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
の
ど
の

痛
み
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
早
い
う

ち
（
48
時
間
以
内
）
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
主
治
医
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
早
め
に
治
療
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
人
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

治　
　

療

　インフルエンザは冬場に流行します。それは、「インフルエ
ンザが空気感染すること」、「冬場は空気が乾燥すること」、「寒
くて乾燥した空気は気道粘膜の抵抗力を弱めること」など、全
ての面でインフルエンザウイルスにとって好条件が整っている
からです。
　インフルエンザの予防は、流行前に予防接種を受けることで
すが、その他に日常生活で気をつけることもあるので実践して
みてください。

〈日常生活での注意〉

〈予防接種〉

インフルエンザ
の

予防方法
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図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 12 月の予定

　

私
の
推
薦
と
い
う
よ
り

好
き
な
作
家
は
柴
田
よ
し

き
さ
ん
、
東
野
圭
吾
さ
ん
、

真
保
裕
一
さ
ん
な
ど
で
す

が
、
そ
の
中
で
今
回
は
真

保
裕
一
さ
ん
の
「
追
伸
」

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
の
本
は
夫
婦
の
手
紙

の
交
換
と
妻
の
祖
父
母
の

過
去
の
手
紙
の
交
換
だ
け

で
物
語
が
進
ん
で
い
き
ま

す
。

　

単
身
赴
任
で
ギ
リ
シ
ャ

に
行
っ
た
夫
と
交
通
事
故

の
た
め
日
本
に
残
っ
た
妻

と
の
手
紙
の
や
り
と
り
の

中
で
、
離
婚
を
持
ち
出
す

妻
に
対
し
不
倫
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
る
夫
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
50
年
も
前

の
祖
父
母
の
手
紙
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
物
語
の
流
れ

が
読
む
人
に
息
を
も
つ
か

せ
ぬ
よ
う
な
緊
迫
感
を
感

じ
さ
せ
る
本
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
の
紹
介
文

に
も
書
い
て
あ
る
殺
人

よ
り
重
い
罪
と
は
何
な
の

か
？
そ
れ
が
解
き
明
か
さ

れ
た
時
の
何
と
も
い
え
な

い
悲
し
さ
、
辛
さ
、
そ
の

後
に
打
ち
明
け
ら
れ
る
妻

の
交
通
事
故
の
原
因
へ
と

進
み
な
が
ら
も
、
最
後
に

少
し
だ
け
と
も
る
明
か
り

に
希
望
を
持
た
せ
て
終
わ

る
と
い
う
著
者
の
優
し
さ

が
感
じ
ら
れ
た
本
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
真
保
裕
一

さ
ん
の
著
書
に
は「
最
愛
」

「
栄
光
な
き
凱
旋
」「
繋
が

れ
た
明
日
」
な
ど
面
白
い

本
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で

是
非
、
読
ま
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

私
の
推
薦

野
の じ り

尻正
ま さ こ

子さん
（　　富の原北）

冬のお話し会
12 月 8日（土）午前 11時からは、ボランティア
と職員による今年最後のおはなし会です。ぜひ、皆
さんでご参加ください。
（泗水図書館）

年賀状作り
12 月 16 日（日）午後 2時からのお楽しみ会は、
年賀状を作ります。参加希望の人は、泗水図書館カ
ウンターまで申し込んでください。また、当日は「は
がき」を持参してください。（定員 20人）
（泗水図書館）

詩人・三木露風の亡くなった日
童謡「赤とんぼ」で有名な詩人・三木露風。幼い頃
から文学に熱中し、16歳ではじめての歌集を出版
しました。その後、北原白秋らと並び、白露時代と
呼ばれる明治時代の終わり頃を代表する詩人となり
ました。民謡の復興にも力を入れ、童謡や子ども
に向けた詩を数多く残しています。1963 年 12 月
29日に亡くなりました。
（中央公民館図書室）

大型絵本ほかの寄贈
読書ボランティアグループの「白ゆり」さんより、
大型絵本「新ウォーリーをさがせ !」ほか 3冊と、
児童書 10冊、布絵本「いないいないばあ」を寄贈
いただきました。
菊池市中央公民館図書室に所蔵しています。保育園・
幼稚園・学校などのお話会などで利用できますので、
詳しくは問い合わせください。
（中央公民館図書室）

追　

伸

真
保
裕
一　

著

新着図書情報

夜明けの縁をさ迷う人々 小川洋子　著
　風変わりな曲芸師と野球少年の友情、エレベーターで生まれ
た男の生涯、老嬢が語る作家だった祖父の形見の話・・・主人
公たちが足を踏み入れた不思議な世界。結末の予測のつかない
面白さがつまった短編集。

吉岡清三郎貸腕帳 犬飼六岐　著
　剣の達人清三郎は、金を貸す代わりに一日いくらで腕を貸す
家業。「二」という数字と、お人好しが大の嫌い。腹に一物抱え
た依頼人の無理難題を腕一本で解決するも・・・。痛快時代小説。

龍の棲む家 玄侑宗久　著
　母に先立たれ、認知症の父のため戻ってきた幹夫。介護のプロ・
佳代子に、「記憶のおもちゃ箱の中に放り込まれている」状態だ
と告げられる。仕事に生き、無くしてしまった「団欒」を求め
さまよう老いの姿を静かに見守る 2人・・・。人の絆を描く心
に染みる一冊。

千年の祈り イーユン・リー　著
　アメリカで暮らす娘を訪ねた老父。無口にみえた娘が母国の
中国語ではなく、英語で饒舌に話すことを非難する・・・。2人
の間に横たわる秘密を描いた表題作「千年の祈り」を含む、数々
の賞に輝いた北京生まれの新人による全米注目の傑作短編集。

もっと早く受けてみたかった 国際政治の授業
蟹瀬誠一　著

　複雑な要素が絡まり合う国際政治のニュースは何となく分か
りにくい・・・。世界中の人々の日々の営みである政治の世界。
国際政治を動かしているのは何 ?それらの疑問に対する答えを
Q&Aの会話式で分かりやすく解説した本。

不眠症・睡眠障害みるみるよくなる100のコツ
主婦の友社　編

　人は、一生の 3分の 1から 4分の 1を眠って過ごす。ところ
が人々の生活様式は激変し生活が夜型化し、睡眠不足による社会
問題を誘引している。健康な睡眠習慣を身に付け、よい眠りを得
る為に役立つ各領域の専門家の話を紹介した、悩み解消に役立つ
一冊。

ふしぎなキャンディーやさん みやにしたつや　作
　ブタくんがもりのなかをあるいていると、ふしぎなキャン
ディーやさんがありました。「ここにあるキャンディーは、な
めるとふしぎなことがおこるんだよ」と、おみせのタヌキのお
じさんにすすめられて、ブタくんがキャンディーをなめてみる
と・・・。ページをめくるのが楽しいコメディ絵本。

ベッキーのクリスマス
ターシャ・テューダー　絵・文

　テューダー家のクリスマスは、めいめいが手作りするプレゼ
ント、家族総出で作る楽しいケーキ作り、モミの木の切りだし、
一人で行うことも、家族みんなで行うことも、心の喜びがあふ
れています。テューダー家の魅力あふれるクリスマス絵本。

本の妖精リブロン 末吉暁子　著
　転校生のアミは、本が大好きな小学四年生。新しい学校の大
きな図書室にわくわくしながら本を選んでいると、パサパサパ
サ・・・。本の間から、きみょうな音がしています。アミが音
の方へ近づいて行くと・・・。「本の妖精リブロン」とのふし
ぎな出会いを描いたファンタジー。

ふたりはクリスマスで イローナ・ロジャーズ　作
　もうすぐクリスマス。ハニーとネズおじさんは、ほんとうの
クリスマスのにおいがするツリーをさがしに、森へ行くことに
しました。森の中をどんどん歩いて行くと、おおきなおおきな
クリスマスツリーがあらわれて・・・。イギリスからやってきた、
せかいいちなかよしな 2人のおはなし。

朝顔はまだ咲かない 柴田よしき　著
　高校の時のいじめが原因で不登校になり、「ひきこもり」になっ
てしまった小夏。未だに交流があるのは、親友の秋だけ。秋は自由
奔放に生きるいまどきの少女で、小夏に逐一、恋愛の報告をしに
やってくる。そんな小夏と秋の2人が遭遇した7つの不可思議な出
来事とは・・・。

泗水図書館

中央公民館図書室

とげ抜き　新巣鴨地蔵縁起 伊藤比呂美　著
　「わたし」にふりかかる数々の受難。母は老いと病に苦しみ、
父も、夫も、誰しもが身体の不調を訴え、遂には「わたし」ま
でもが倒れてしまう。宮沢賢治や中原中也など、たくさんの「声」
を借りて表現され、私小説のようにも読める長篇詩。第 15回荻
原朔太郎賞受賞。

江戸ごよみ十二ヶ月 髙橋達郎　著
　265年も続いた平和な江戸時代。弥生（3月）の雛祭り、皐月（5
月）の暑い日、隅田川の屋形船に乗ることが流行、花火大会が
始まったのもこの時代。12月 13 日の煤払いは、新年を迎える
ための行事。行事や風習の紹介で、より詳しく江戸時代を知り、
身近に感じることが出来る一冊。

いっぺんさん 朱川湊人　著
　小学四年生だった私は、祖母に一度なら願いを
叶えてくれるという“いっぺんさん”の話を聞く
と、早速、友だちのしーちゃんと共に“いっぺん
さん”を探しに行った。何故なら、しーちゃんに
は神頼みでしか叶えられないような切実な願いが
あったから。奇妙でどこか懐かしい 8作品を収録。

サンタクロースとぎんのくま
マレーク・ベロニカ　文・絵

　森のはずれに住むマルチとモニカに、サンタ
クロースがプレゼントをおいていってくれまし
た。モニカは兄マルチがもらった銀のくまのぬ
いぐるみを欲しがります。妹思いのマルチは、
もう 1つ銀のくまを手に入れようと雪の森を歩
いてサンタクロースのもとへ向かいます。新鮮
な色づかいの心温まるクリスマス絵本。

恋するフェルメール 有吉玉青　著
　贋作が多く、作品といわれる 37点も真作かど
うか現在も論議が繰り返される謎の画家。見合い
写真代わりの画集に心を躍らせ著者はフェルメー
ルという恋人に会うため世界中の美術館を巡る。
熱い思いが伝わる絵画ファンに贈る一冊。

そうだ、葉っぱを売ろう !
- 過疎の町、どん底からの再生 -

横石知二　著
　営農指導員として上勝町に赴任した著者が葉っ
ぱを商品化することを思いつく。今や売上高 2億
円を超え、人口の 2倍もの視察者が訪れる町へと
変貌した。高齢者を元気にし、地域を再生するヒ
ントがいっぱい詰まったノンフィクション。

イエコさん 角田栄子　文・ユリア・ヴォリ　絵
　おばあさんが引っ越してしまい、ひとり
ぼっちになったふるい家のイエコさん。し
かし、そんなことで寂しがるイエコさんで
はない。隠していた足と手をずんとのば
し、おいしいものを食べて、楽しく暮らそ
うと決心した。そこへ、つぎつぎと動物た
ちがやってきて・・・。

人妻魂  嵐山光三郎　著
　悪妻がいる夫は、この本を読めば、気が楽にな
り、悪妻本人が読めば「このままでいいのだ」と
自信がつき、独身女性は気合が入るという。転ん
でもタダでは起きないたくましさ。読み始めたら
やめられない嵐山エンターテイメント文学史。昭
和を彩った近現代の有名人妻 53人が勢揃い。

食べられる野生植物大事典 橋本郁三　著
　北海道から沖縄まで日本全国を調査した 1,150 種の野性植物
を、植物分類学の体系に沿って収録。野生、採取法、味、調理
法等を紹介する。自然保護を語る前に、人は皆、自然を深く知
ることが必要。日本の自然を知る為にも役立てたい一冊。

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

1 土 閉室日
2 日 閉室日 閉室日 閉室日
3 月 休館日
4 火
5 水
6 木
7 金

8 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会の
おはなしかい
11:00 ～

9 日 閉室日 閉室日 閉室日
10 月 休館日
11 火
12 水
13 木
14 金

15 土 閉室日 閉室日
古典を楽しむ
会
14:00 ～

16 日 閉室日 閉室日 閉室日
お楽しみ会
14：00～

17 月 休館日
18 火
19 水
20 木
21 金
22 土 閉室日
23 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
24 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
25 火
26 水
27 木
28 金 閉室日
29 土 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
30 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
31 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
1 火 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
2 水 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
3 木 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
4 金 休館日

○泗
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無
量
寿
経
に
心
し
ず
ま

る 

内
田
つ
ね
代

老
人
会
の
一
泊
旅
行
雲
仙
へ
海
を
見
た
く
て
気
負
は
ず
参

加
す 

福
原
美
智
子

衣
更
へ
に
袖
を
通
さ
ぬ
服
増
え
て
行
動
範
囲
狭
ま
る
を
知

る 

増
田
久
美
子

土
手
覆
う
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
花
盛
る
稔
り
田
の
黄
と
対

を
な
す
が
に 

髙
藤
タ
ツ
ノ

湿
原
の
板
橋
く
だ
り
返
り
見
る
八
甲
田
山
は
深
み
い
く
秋

 

吉
安　

永
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

10
月
例
会

奥
阿
蘇
の
夕
べ
の
窓
の
初
し
ぐ
れ 

内
村　

泊
虹

何
の
碑
か
寄
れ
ば
色
な
き
秋
の
風 

藤
本　

邦
治

枝
豆
を
娘こ

と
向
ひ
合
ひ
語
り
合
ひ 

坂
本
ま
つ
え

若
き
葉
も
共
に
つ
け
た
る
返
り
花 

藤
本
ア
ツ
子

バ
ス
ツ
ア
ー
襟
に
派
出
め
く
赤
い
羽
根 

服
部　

静
子

コ
ス
モ
ス
や
一
気
に
駆
け
る
岬
馬 

寺
本　

和
子

先
月
の
残
暑
が
今
日
は
う
そ
の
よ
う（

中
二
）
渡
辺　

大
寿

秋
日
和
心
地
よ
い
風
吹
き
抜
け
て
（
中
二
）
渡
辺　

一
史

肥
後
狂
句
水
笑
会　

10
月
例
会

う
っ
か
り 

回
覧
板
の
泊
ま
っ
と
る 

中
島　

五
女

見
当
違
い 

禿
と
る
方
が
秘
書
だ
っ
た 

神
尾　

凡
骨

見
当
違
い 

デ
ジ
放
送
も
テ
レ
ビ
た
い 

清
原　

英
坊

夜
の
長
さ 

飲
む
か
よ
な
べ
か
迷
う
と
る 

続　
　

義
昭

引
き
受
け
た 

そ
し
て
我
が
家
が
破
産
し
た 

井
手　

水
光

う
っ
か
り 

焦
が
し
た
鍋
の
い
さ
ぎ
あ
る 

宮
上　

美
由

見
当
違
い 

頼
り
に
な
ら
ん
人
だ
っ
た 

平
井　

江
彩

夜
の
長
さ 

不
眠
症
に
は
耐
え
ら
れ
ん 

吉
岡　

三
水

と
て
も
好
き 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
思
い
出
し

 

御
手
洗
三
代

見
当
違
い 

子
つ
く
る
だ
け
の
嫁
ん
来
た 

山
隈　

好
茶

七
城
短
歌
会　
　
　

10
月
詠
草

起
き
し
な
に
裏
田
に
出
で
て
手
を
叩
く
朝
餉
の
早
き
雀
ら

飛
び
立
つ 

木
下　

陽
子

彼
岸
花
田
畦
に
連
な
り
朱
に
染
む
る
垂
る
る
稲
穂
に
感う

つ染

す
ば
か
り
に 

斉
藤　

芳
子

窓
越
し
に
脱
穀
の
音
始
ま
れ
ば
刈
穂
の
香
り
部
屋
に
満
ち

満
つ 

村
上　

幾
雄

招
か
れ
し
洋

ブ
ラ
イ
ダ
ル上
結ク

ル
ー
ズ婚
披
露
宴
孫
よ
ま
さ
き
く
波
乗
り
ゆ
く

が
に 

池
田　

禮
子

刈
払
機
の
刃
が
刈
る
草
の
畦
逸
れ
て
出
穂
期
の
稲
の
数
茎

切
り
た
り 

佐
　々

重
弘

庭
畑
の
小
豆
色
づ
き
実
り
た
り
虫
く
い
あ
り
て
こ
と
ご
と

ち
ぎ
れ
ぬ 

水
田
紗
陽
子

蚊
取
線
香
残
暑
が
つ
づ
く
秋
の
夜
に
ジ
ョ
ン
小
屋
近
く
に

煙
り
見
て
据
ゆ 

緒
方　

寛
子

稲
刈
り
の
体
験
応
募
の
人
達
に
ふ
る
ま
う
豚
汁
厨
に
匂
う

 

高
木　
　

精

冬
野
菜
種
子
蒔
き
近
ま
る
庭
畑
を
息
が
汗
拭
き
つ
つ
耕
ち

起
こ
し
い
る 

森　
　

道
子

庭
先
の
ピ
ン
ク
に
咲
き
満
つ
夏
水
仙
好
め
る
夫
の
病へ

や室
に

挿
し
活
く 

吉
間　

充
子

旭
志
文
芸
俳
句
会　

10
月
詠
草

黄
金
波
千
の
風
な
る
う
ね
り
か
な 

水
谷　

ミ
ネ

さ
わ
や
か
な
風
に
癒
さ
る
言
の
葉
よ 

芹
川　

蓉
子

峡
の
田
に
五
輪
の
案
山
子
は
で
に
立
つ 
芹
川
の
り
子

俵
山
芒
コ
ス
モ
ス
風
靡
き 
郷　

ミ
ヤ
子

明
け
や
ら
ぬ
朝
の
星
空
虫
す
だ
く 

出
田
み
ど
り

新し
ん
ぽ
つ
い

発
意
経
朗
々
と
秋
彼
岸 

東　
　

芳
子

国
道
は
眠
る
こ
と
な
し
夏
の
月 

中
尾
ヨ
シ
コ

広
報
文
芸
き
く
ち

広
報
文
芸
き
く
ち
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きく筋
　胸の筋肉、背中の筋肉、お腹の筋肉、ふとももの裏側、
ふくらはぎの裏側
効　果
　肩こり、腰痛の予防と軽減につながります。
注意点
•足をしっかり開き、おへそを前に出すように、骨盤を
まっすぐに起こします。

•伸ばしている足が曲がらないように気をつけます。
•できるだけわき腹を伸ばしている足のほうへ近づける
ようにします。

•体を倒したときは下を向かずに正面を向きます。
※「長寿きくちゃん体操指導者マニュアル」より抜粋
体操を無理なく行うために
•血圧の高い人や安静時の脈拍の多い人、運動を制限さ
れている人は医師に相談してから始めましょう。

•どうき・息切れがあったり、体調不良の時は、休みま

しょう。
•必ず準備体操、整理体操を行いましょう。
•痛みが強くならない程度で行いましょう。
•必ず大きな声で数を数えましょう（息を止めて行うと
血圧が上がったり、疲れが残りやすくなります）。

•適度な休憩や水分を取りながら行いましょう。
問い合わせ先
地域包括支援センター　☎（25）7216

　

熊
本
県
で
は
、特
定
不
妊
治
療（
体

外
受
精
又
は
顕
微
授
精
）
を
受
け
た

夫
婦
に
対
し
、
治
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

•
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
県
内
（
熊
本

市
を
除
く
）
に
お
住
ま
い
で
、
指

定
医
療
機
関
で
体
外
受
精
、
ま
た

は
顕
微
授
精
以
外
の
治
療
法
に

よ
っ
て
は
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い

か
、
ま
た
は
極
め
て
少
な
い
と
医

師
に
診
断
さ
れ
た
夫
婦
。

•
今
年
度
、
指
定
医
療
機
関
で
特
定

不
妊
治
療
を
実
施
し
た
夫
婦
。

•
夫
婦
の
所
得
の
合
計
額
が

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

•
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
不
妊
治
療
費

に
係
る
費
用
を
、
熊
本
市
ま
た
は

県
外
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

助
成
内
容

　

夫
婦
一
組
に
対
し
特
定
不
妊
治

療
（
入
院
費
、
食
事
代
等
治
療
に
直

接
関
係
な
い
費
用
を
除
く
）
を
、
１

回
の
治
療
に
つ
き
10
万
円
ま
で
と
し
、

１
年
度
あ
た
り
２
回
を
限
度
と
し
て
、

通
算
し
て
５
年
間
予
算
の
範
囲
内
で

助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
５
５

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
麻

し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
「
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
を
２
回
接
種
す

る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。（
下
表

参
照
）

　

市
で
は
、
平
成
19
年
５
月
に
第
２

期
の
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
へ
、
予
診
票
を
送
付
し

ま
し
た
が
、
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
。

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
予
診
票
の
な
い
人
は
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所

健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

接
種
期
限

　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

接
種
場
所

　

市
の
契
約
す
る
医
療
機
関

注
意
事
項　

①
麻
し
ん
又
は
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か

に
か
か
っ
た
人
は
、
か
か
っ
て
い
な

い
方
の
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

ま
す
。

②
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
両
方
に
か

か
っ
た
人
は
、
第
２
期
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
健
康

推
進
係　

☎
（
25
）
７
２
１
９

　

各
総
合
支
所
民
生
課

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　   （25）1111

問い合わせ

七城総合支所　   （25）1000

旭志総合支所　   （37）3111

泗水総合支所　   （38）2111

本　　庁

総合支所

本庁と泗水総合支所には直通電話（ダイヤルイン）が
あります。別途配布の市役所電話帳をご活用ください。

12月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
を
ご
存
知
で
す
か
？

●BCG
と き 12 月 18日（火）
午後1時30分～午後2時 （受付）
ところ 菊池市文化会館
対象者 生後 3カ月以上 6カ月未
満の乳児

　月：耳鳴りについて
　火：更年期障害
　　　（精神科より）
　水：更年期障害の治療法
　　　（婦人科より）
　木：予防歯科関連
　金：脳梗塞
土日：自律神経失調症

12月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

両
手
を
組
み
、
顔
は
正
面
を
向
い
た
ま
ま
、

伸
ば
し
た
足
の
つ
ま
先
を
自
分
の
方
に
向

け
、
体
を
横
に
倒
し
ま
す
。
大
き
な
声
で
10

数
え
、
２
回
行
い
ま
す
。
左
右
行
い
ま
す
。

　現在、400ml 献血の需要が大変

大きくなっています。また、薬を飲

んでいる人でも、献血をお願いでき

る場合もあります。皆さんの温かい

ご協力をお願いします。

　献血の安全性向上のため、運転免

許証などの身分証明証による本人確

認をお願いしています。また、献血

カードを持っている人は、一緒に持

参してください。

問い合わせ先
健康推進課健康推進係

と　き　12月 10日（月）
午後 1時～午後 4時
ところ　七城多目的研修センター
内　容　400ml 献血

献血のご協力を
お願いします

　

寒
い
台
所
に
、
冷
た
い
水
。
冬
に

な
る
と
毎
日
の
食
事
作
り
は
大
変
で

す
。
つ
い
簡
単
な
も
の
で
す
ま
せ
た

り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
り
し
て
栄
養

が
か
た
よ
り
、
体
調
を
く
ず
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
な
牛
乳
、
チ
ー
ズ
、
納
豆
、
に

ん
じ
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
い
も
、
海
藻

や
乾
物
な
ど
、
比
較
的
保
存
の
き
く

食
材
を
常
備
し
て
、
少
し
で
も
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
事
の
工
夫
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
食
材
（
野
菜
）
缶
で
調
理
時
間
を

短
縮

　

大
豆
の
水
煮
缶
、
ト
マ
ト
の
水
煮

缶
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
缶
、
コ
ー
ン

缶
な
ど
の
食
材
（
野
菜
）
缶
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
下
ご
し
ら
え
の
手
間

を
省
き
、
短
時
間
で
料
理
が
で
き
ま

す
。

●
乾
燥
野
菜
や
乾
物
で
も
う
一
品

　

も
ど
し
て
使
え
る
乾
燥
野
菜

（
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
な
ど
）
は
、
野

菜
が
少
な
い
と
き
に
重
宝
し
ま
す
。

ま
た
、
わ
か
め
や
し
ら
す
干
し
、
切

干
大
根
な
ど
が
あ
る
と
、
手
軽
に
具

だ
く
さ
ん
の
一
品
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
レ
ト
ル
ト
食

品
に
具
を
プ
ラ
ス

　

レ
ト
ル
ト
食
品
（
カ
レ
ー
、
シ

チ
ュ
ー
な
ど
）
に
は
野
菜
が
少
な
め

な
の
で
、
茹
で
て
食
べ
や
す
く
カ
ッ

ト
し
た
食
材
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
に

ん
じ
ん
な
ど
）
を
加
え
る
こ
と
で
野

菜
不
足
を
解
消
で
き
ま
す
。

●
冷
凍
保
存
で
む
だ
な
く
調
理

　

生
野
菜
に
は
あ
ま
り
適
し
ま
せ
ん

が
、
葉
野
菜
を
堅
め
に
ゆ
で
て
小
分

け
に
し
た
り
、い
も
類
、根
菜
類
（
さ

と
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
、
大
根
、
に

ん
じ
ん
な
ど
）
を
生
の
ま
ま
で
皮
を

む
き
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ

た
り
し
て
、
冷
凍
用
ポ
リ
袋
に
入
れ

て
保
存
し
ま
す
。

　

ご
飯
も
ま
と
め
て
炊
き
、
炊
き
た

て
を
一
膳
分
ず
つ
ラ
ッ
プ
に
包
み
、

冷
め
た
と
こ
ろ
で
保
存
し
ま
す
。
解

凍
方
法
は
自
然
解
凍
や
電
子
レ
ン
ジ

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
カ
月
を
目
安
に
食
べ

き
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
日
づ
け
と
品
名
を
書
い
た
も
の

を
は
っ
て
在
庫
管
理
も
忘
れ
ず
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

●
惣
菜
に
ひ
と
味
加
え
て
わ
が
家
の

味
に

　

た
ま
に
は
ス
ー
パ
ー
の
食
料
品
売

り
場
や
お
惣
菜
屋
さ
ん
の
も
の
を
利

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

最
近
は
少
人
数
家
庭
を
対
象
と
し

た
、
少
量
パ
ッ
ク
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
味
が
濃
か
っ
た
り
、
具
が
少
な

い
場
合
が
あ
る
の
で
、
食
材
を
足
す

こ
と
で
、
味
を
薄
め
た
り
、
彩
り
よ

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者
の
栄
養
シ
リ
ー
ズ
⑨

食
材
の
調
達
法
や
保
存
法
を
知
っ
て

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
！

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課　

☎
（
25
）
７
２
１
６

〜
高
齢
者
の
た
め
の
食
生
活
指
針
15
カ
条
よ
り
〜

さあ、始めよう!長寿きくちゃん体操 シリーズ⑮

対象年齢と受け方

第１期 生後 12カ月から 24
カ月未満で１回受ける

第２期

小学校入学前の１年間
（４月１日～翌年３月
31日まで）に１回受
ける

平
成
20
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

～筋力・バランストレーニング編～整理体操（肩とわき腹と足の後がわ）

「
第
２
期
」は
お
済
み
で
す
か
？

 

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
の
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



問い合わせ先  菊池夢美術館  ☎（23）1155

夢 美 術 館 情 報
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
環
境
保
護
の
立
場

か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
を
配
達
の
際
（
12

月
中
の
予
定
）、
古
い
電
話
帳
を
配

達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、

後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

受
付
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　

土
曜
・
祝
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
日
曜
・
年
末
年
始
は
休
業

　

要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人

は
、
介
護
保
険
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
尊

厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
生
活
機
能
の
低
下
が
軽

度
で
あ
る
早
い
段
階
か
ら
継
続
し

て
予
防
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
介
護
保

険
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
目
標
な
し
に

単
に
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
続
け

た
り
、
安
易
に
サ
ー
ビ
ス
に
頼
れ
ば
、

生
活
機
能
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
い

き
ま
す
。

　

あ
な
た
の
「
し
た
い
こ
と
」「
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
こ
と
」
を
大

切
に
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
・

人
生
の
自
己
実
現
の
た
め
に
、
明
確

な
目
標
を
た
て
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
目
標
達
成
を
す
る
に
は
、
ま
ず

は
自
分
で
で
き
る
こ
と
、
家
族
に

協
力
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
相
談
し
、

必
要
に
応
じ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
は
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
が
あ
な
た
の
目
標
を
達

成
す
る
た

め
の
介
護

支
援
計
画

書
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）

を
作
成
し

ま
す
。

そ
し
て
、

一
定
期
間
後
に
目
標
が
達
成
で
き
た

か
ど
う
か
を
評
価
し
て
再
検
討
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
・

楽
し
く
、
生
活
し
て
い
た
だ
く
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

　

す
で
に
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
あ
な

た
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
も
う
１
度
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

　

☎
（
25
）
７
２
１
６

　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村

に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義

務
な
ど
を
定
め
た
「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
（
配
偶
者
暴
力
防
止

法
）」
の
一
部
改
正
法
が
、
平
成
19

年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
、
７
月
11

日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
20
年
１
月
11

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

１
、
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

①
生
命
・
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受

け
た
被
害
者
も
保
護
命
令
の
申
立

て
が
で
き
ま
す
。

②
被
害
者
に
対
す
る
電
話
・
電
子

メ
ー
ル
な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

③
被
害
者
の
親
族
な
ど
も
接
近
禁
止

命
令
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

２
、
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定

３
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
改
正

４
、
裁
判
所
か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
保
護
命
令
の
発
令
に
関
す

る
通
知

施
行
期
日

　

平
成
20
年
１
月
11
日

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援

情
報
サ
イ
ト

h
ttp

://w
w
w
.g
e
n
d
e
r.g

o
.jp
/

e
-va

w
/in
d
e
x.h

tm

問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
（
25
）
７
２
１
４

　

ま
た
は
、熊
本
県
男
女
共
同
参
画
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
８
７

※ 12月 25日（火）・12月 31日（月）  
　 は休館日

●
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
「
座
ま
り
あ
」

の
人
形
劇

と　

き　

12
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

か
わ
い
い
人
形
の
お
は
な

し
や
手
遊
び
な
ど
、
楽
し
い
時
間
が

過
ご
せ
ま
す
。

対　

象　

市
内
の
乳
幼
児
と
保
護
者

参
加
費　

無
料

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

と　

き　

12
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

内　

容　

２
０
０
８
年
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

対　

象　

市
内
の
小
学
生

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

12
月
12
日
（
水
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

児
童
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

〜
資
源
の
再
利
用
に
ご
協
力
を
〜

 
シ
リ
ー
ズ
⑫  

こ
ん
に
ち
は「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

介
護
保
険
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

平
成
20
年
1
月
11
日
ス
タ
ー
ト

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が

変
わ
り
ま
す
!

　高齢者等を 1年以上在宅介護している家族に
対して、介護する人の精神的負担や経済的負担を
軽減する目的として、在宅高齢者等介護者手当（要
介護者 1人につき年額 12万円）を支給します。
　受給資格は以下のとおりです。詳しくは、地域
包括支援課までご連絡ください。
　なお、受付の締め切りは平成 20年 1月 31日
です。

問い合わせ先　地域包括支援課　☎（25）7216

ご存知ですか？家族介護慰労事業

　介護保険制度において、要介護 4または 5
に相当する市町村民税非課税世帯の在宅の高齢
者が、昨年の 10月 1日から今年の 9月 30日
までの 1年間に、介護保険サービス（年間 1
週間程度のショートステイの利用を除く）を受
けなかった人。

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

　最近、菊池公園内でゴミのポイ捨てや観月楼の建
物内での飲食の後始末を行わないなど、景観を損な
うような状況が見受けられます。
　菊池市では都市公園条例の中で、「都市公園を損
傷し、又は汚損すること」などを禁止行為としてい
ます。誰もが安全に気持ちよく利用できる公園にな
るよう、清掃や植栽剪定なども行っています。
　そこで、公園を利用する際のマナーアップのため
に、次のことを守りましょう。
○ゴミは各自で持ち帰ってください。
○トイレ、ベンチ、遊具などの施設を大切に使いま
しょう。
○木や草花、野鳥などを傷つけたりしないでくださ
い。
○その他、危険な行為や人が嫌がるようなことはや
めましょう。

　皆さんのご協力お願いします。
問い合わせ先　都市整備課　☎（25）7242

菊池公園ご利用の皆さんへ
菊池公園利用上のマナーアップに
ご協力ください

　年末・年始のし尿収集の業務休業日は、12 月
29日（土）～ 1月 3日（木）となります。
　菊池市では、月に 1回のし尿収集を計画的に行
うことが原則となっています。収集予定日が休業日
にあたる地域では、予定日の前後に調整して収集を
行います。
　また、計画収集期間以外で緊急に収集が必要な場
合、12 月 25日（火）午前中までに電話依頼があっ
た分に関しては、年末までに収集します。
　なお、緊急時以外は通常の計画で収集します。
電話依頼先
•菊池、七城、旭志、泗水（富の原北区の地域）
　（有）旭衛生舎　☎（24）2181
•泗水（富の原北区以外の地域）
　菊池西部衛生（有）　☎ 096（242）0059
問い合わせ先　環境課　☎（25）7217
　または各総合支所民生課

　介護保険法の改正により、平成 18年度から地域

密着型介護サービスが新設されました。

　「第 3期菊池市老人保健福祉計画及び介護保険事

業計画」に基づき、下記のとおり事業所を募集します。

　応募を希望する事業所は、公募申請などにかかる

説明をしますので、まずは問い合わせください。

募集事業種別・事業所数

○小規模多機能型居宅介護・・・1施設

○認知症対応型共同生活介護・・・1施設

申込期間　12月 3日（月）～ 12月 27日（木）

問い合わせ・申し込み先

生きがい推進課介護保険係　☎（25）7215

地域密着型サービス事業者を
公募します

年末・年始の

し尿収集休業日
●
介
護
予
防
通
所
介
護

　

施
設
に
て
、
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
で
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
専
門
的
訓
練
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

●
介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン

　

施
設
に
行
っ
て
専
門
的
リ
ハ
ビ

リ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
介
護
予
防
訪
問
介
護

　

掃
除
な
ど
日
常
生
活
で
困
難
に

な
っ
て
き
た
こ
と
を
支
援
し
て
き

ま
す
。

●
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
・
販

　

売

　

歩
行
器
な
ど
の
福
祉
用
具
を
借

り
た
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の

購
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

シ
ョ
ン

　

自
宅
で
専
門
的
リ
ハ
ビ
リ
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

●
介
護
予
防
訪
問
看
護

　

看
護
師
が
訪
問
し
て
、
療
養
上

の
世
話
や
診
療
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

●
介
護
予
防
短
期
入
所

　

短
期
間
、
施
設
に
て
日
常
生
活

の
お
世
話
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
介
護
予
防
住
宅
改
修

　

20
万
円
を
上
限
に
手
摺
り
や
段

差
解
消
な
ど
の
住
宅
改
修
が
で
き

ま
す
。

●夫婦の手紙・絵手紙展
　期間 :
　11月 22日（木）
　　～ 1月 10日（木）
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



一人ひとりが交通ルールを守り
交通安全に努めましょう

「年末年始の
交通事故防止運動」
が始まります

製造業事業所の皆さんへ

統計調査に
ご協力ください

　
七
城
出
身
で
藩
校
「
時
習
館
」
の
訓

導
に
な
っ
た
人
物
に
、
加
恵
村
（
現
・

菊
池
市
七
城
）の
栃
原
五
郎
助（
伯
立
）

と
栃
原
助
之
進
（
知
定
、
東と
う
皐こ
う
）
父
子

が
い
ま
し
た
。
今
回
は
父
の
栃
原
五
郎

助
（
一
七
九
七
〜
一
八
四
九
）
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
栃
原
五
郎
助
は
、
寛
政
九
年
に
加
恵

村
の
富
農
・
寸
志
郷
士
（
地
士
）
の
九

郎
助
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
時

か
ら
「
豪ご
う

邁ま
い

」、
即
ち
気
性
が
強
く
才

に
優
れ
て
い
た
が
、
農
作
業
は
手
伝
わ

ず
に
、
た
だ
「
読
書
」
を
好
み
、
村
医

者
の
野
中
見
寿
翁
に
学
び
ま
し
た
。

　
五
郎
助
は
十
二
歳
の
時
、「
時
習
館
」

教
授
近
藤
淡
泉
（
英
助
）
に
、
そ
の
学

才
を
見
出
さ
れ
、
父
九
郎
助
は
、
文
化

七
（
一
八
一
〇
）
年
十
四
歳
の
五
郎
助

を
熊
府
（
熊
本
城
下
）
に
遊
学
さ
せ

ま
し
た
。
五
郎
助
の
学
問
は
非
常
に

進
み
、
誰
で
も
そ
の
才
能
を
認
め
る

ま
で
に
な
り
、「
時
習
館
」
の
居
寮
生

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
五
郎
助

は
「
昼
夜
刻
苦
、
勤
学
十
年
」、
文
政

二
（
一
八
一
九
）
年
十
一
月
に
は
、
藩

命
に
よ
り
江
戸
の「
昌
し
ょ
う
平へ
い
黌こ
う
」に
遊
学
、

同
十
一
（
一
八
二
八
）
年
七
月
に
士
席

に
列
せ
ら
れ
、「
文
章
師
」
と
な
り
ま

し
た
。

　
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
正
月
、
五

郎
助
は
再
び
江
戸
遊
学
を
命
じ
ら
れ
、

依よ

田だ

博
士
塾
つ
い
で
松ま
つ
崎ざ
き
慊こ
う
堂ど
う
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
天
下
の
知

名
士
が
会
す
る
「
海か
い

鴎お
う

社し
ゃ

」
に
参
加
、

川
北
温お
ん
山ざ
ん
・
安あ

積づ
み
艮こ
ん
斎さ
い
・
森
樅し
ょ
う
ど
う
堂
・
野

田
笛て
き

浦ほ

な
ど
と
親
交
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

五
郎
助
は
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）

六
月
に
は
「
文
章
師
」
で
「
中
小
姓
」、

同
十
二（
一
八
四
一
）年
に
訓
導
助
勤
、

翌
十
三
年
八
月
に
は
「
時
習
館
」
訓
導

本
役
と
な
り
ま
し
た
。　

　
嘉
永
二（
一
八
四
九
）年
九
月
九
日
、

川
尻
の
大
慈
寺
で
の
重
ち
ょ
う
陽よ
う
節せ
つ
（
菊
の
節

句
）
に
列
席
、
帰
途
病
気
と
な
り
、
家

で
の
治
療
の
甲
斐
な
く
、
同
二
十
八
日

五
十
二
歳
で
病
没
し
ま
し
た
。「
時
習

館
」
教
授
の
近
藤
淡
泉
撰
の
墓
誌
が
あ

り
ま
す
。

●
お
わ
び
と
訂
正

　
前
号
の
石
淵
八
龍
（
万
寿
）
の
「
万

寿
」
の
読
み
は
「
ば
ん
じ
ゅ
」
の
誤
り

で
し
た
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤　
克
彦

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑰

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人

権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た

め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ

て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
と
し
て
、昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）

12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
従
来
か
ら
、「
世
界
人

権
宣
言
」
採
択
の
日
の
12
月
10
日
（
人

権
デ
ー
）
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
本
年
も
、
12
月
４
日
（
火
）
か

ら
12
月
10
日
（
月
）
ま
で
の
１
週
間
を

「
第
59
回
人
権
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

●
強
調
事
項

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

う
○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

「時習館教官名録」（上）にある「栃
原五郎助」と「栃原助之進」の名
（左）・熊本県立図書館蔵

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

第
59
回
人
権
週
間　

12
月
４
日（
火
）〜
12
月
10
日（
月
）

㉛

育
て
よ
う  

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

父
子
学
者
―
栃と

ち

原は
ら

五ご

郎ろ
う

助す
け（
漆し

っ

潭た
ん

・菊き
く

潭た
ん

）

　西部市民センターでは、市民一人ひとりが
人権問題について理解を深め、自らの意識を
見つめ直し、自らを啓発していくことを目的
に、講演会を開催します。
　市民の皆さんの多数の参加をお待ちしてい
ます。
と　き　12月 20日（木）午後 7時～
ところ　菊池市西部市民センター
講　師　浄土真宗本願寺派浄光寺住職
橋津和寛（はしつかずひろ）さん
演　題　「私が変わるために」
問い合わせ先
西部市民センター　☎（25）2627

平成19年度人権週間
「人権啓発講演会」を開催します

◎
Ｉ
Ｃ
運
転
免
許
証
は
、
平
成
20
年

度
末
ま
で
に
全
国
で
導
入
さ
れ
ま

す
。

◎
Ｉ
Ｃ
運
転
免
許
証
の
導
入
に
は
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

•
本
籍
が
空
欄
の
た
め
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

•
偽
変
造
が
困
難
で
あ
る
と
と
も
に

偽
変
造
免
許
証
を
用
い
た
架
空
名

義
の
携
帯
電
話
契
約
や
銀
行
口
座

開
設
な
ど
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
犯
罪
を
防
止
し
ま
す
。

◎
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
へ
の
記
録
事
項
は
限

ら
れ
ま
す
。

•
免
許
証
に
表
示
さ
れ
た
内
容
と
本

籍
の
情
報
を
記
録
し
ま
す
。
違
反

歴
な
ど
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
免
許
更
新
な
ど
の
際
、
暗
証
番
号

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

•
暗
証
番
号
は
、
４
桁
の
数
字
２
組

で
す
。

•
２
組
同
じ
番
号
で
も
構
い
ま
せ
ん

が
、
設
定
し
な
い
と
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

の
個
人
情
報
を
第
三
者
に
読
み
取

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
手
数
料
を
改
定
し
ま
す
。

•
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
物
品
代
と
し
て
、

４
５
０
円
加
算
し
た
額
と
な
り
ま

す
。

◎
現
在
お
持
ち
の
運
転
免
許
証
は
、

そ
の
ま
ま
有
効
で
す
。

•
次
回
の
更
新
の
際
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

運
転
免
許
証
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
警
察
署
免
許
係

　

☎
（
24
）
０
１
１
０

　学校におけるいじめ、体罰、職場内のいじ
め、嫌がらせ、児童虐待、高齢者虐待、振り
込め詐欺、相続、登記、戸籍などの相談をお
受けします。相談は無料で、秘密は固く守ら
れます。
と　き　12月 5日（水）
　　　　午前 10時～午後 3時
ところ　菊池市中央公民館、七城多目的研修
センター、旭志老人憩の家、泗水地域福祉セ
ンター
担当者　人権擁護委員
問い合わせ先　市民課　☎（25）7211

特設人権相談所開設

期　間　12 月 21 日（金）～平成
20年 1月 3日（木）の 14日間
運動の重点
1、飲酒・暴走運転等の悪質・危険

な運転行為の追放
2、  高齢者の交通事故防止と「ひの

くにピカピカ運動」の推進
3、後部座席を含むシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用
の徹底

主　唱　
　熊本県交通安全推進連盟
　この運動は、例年、年末年始に交
通事故が多発する傾向にあることか
ら、広く市民に交通ルールの遵守と
交通マナーの実践を呼び掛けること
により、交通安全思想の普及・浸透
を図り、市民が自ら進んで交通安全
に取り組むことで、交通事故防止の
徹底を図ることを目的に行われます。
　一人ひとりが交通ルールを守り、
交通安全に努めましょう。
問い合わせ先
安全対策課　☎（25）7203
または　各総合支所総務振興課

（入場無料）大きさは同じです
（0.26mm 厚くな
ります）

IC チップが内臓
されます

本籍は IC チップ
にのみ記録するの
で空欄です

公共事業入札の公表
●入札（開札）日：10月 16日

件　　名
工　事
（履行）
場　所

落札額（税込・円）
落札者 指　名

業者数
事　業
担当課予定価格（税込・円）

平成19年度西寺（7061・
7069-1・7069-3・7070-1・
7070-2・7156・7160・
7162・7163・7165）
築造工事

野間口
外

31,815,000

㈱荒木建設 11 下水道
課

32,825,000

平成19年度大琳寺木庭橋線回
遊道路整備工事 隈府

35,563,500
㈱竹﨑建設 10 都　市

整備課41,836,000

平成19年度上町線回遊道路整
備工事（１工区） 隈府

29,032,500
㈱前川建設 11 都　市

整備課29,933,000

●入札（開札）日：10月24日

平成19年度砂田団地
改修工事

七城町
砂　田

14,277,900 ㈱美　麗
建設工業 11 都　市

整備課14,570,000

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前8時30分～午後5時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

●おわびと訂正
　11月号に一部誤りがありました。
　28ページ「公共事業入札の公表」の予定価格と落札額の標記が逆
になっていました。おわびして訂正します。

　平成 19年工業統計調査を、
12月 31日現在で行います。
　工業統計調査は、製造業を営
むすべての事業所を対象として、
その活動実態を明らかにするこ
とを目的としています。
　調査の実施に当たっては、
12月から来年 1月にかけて調
査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していた
だいた内容については統計法に
基づき秘密が厳守されますので、
正確なご記入をお願いします。
問い合わせ先
　情報企画課統計調査係
　☎（25）7253

熊
本
県
警
察
で
は

平
成
20
年
１
月
４
日
申
請
分
か
ら

運
転
免
許
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
し
ま
す
！
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

左
記
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期
限

が
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
住
民
税

　

１
期
・
２
期
・
３
期

●
固
定
資
産
税

　

１
期
・
２
期
・
３
期
・
４
期

●
軽
自
動
車
税　

全
期

●
国
民
健
康
保
険
税

　

１
期
・
２
期
・
３
期
・
４
期
・
５

期
　

広
報
き
く
ち
10
月
号
23
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
納
税

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
滞
納
処
分

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
と
お
り
、
平
成
19
年
度
の

滞
納
処
分
（
差
押
）
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
平
成
19
年
11
月
12
日
現

在
）。

◆
預
貯
金
口
座
の
差
押

　

１
３
７
件

◆
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
差
押

　

24
件

◆
動
産
（
家
電
製
品
・
貴
金
属
・
骨

董
品
・
日
用
品
な
ど
）
の
差
押

　

１
１
０
件

◆
所
得
税
の
還
付
金
差
押

　

10
件

◆
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
差
押

　

７
件

◆
そ
の
他
（
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
）

　

２
件

　

滞
納
し
て
い
る
人
す
べ
て
が
、
す

ぐ
に
差
押
の
対
象
に
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
事
情
で
納

期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
早
め
に
納
税
相
談
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

遠
慮
な
く
市
役
所
税
務
課
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。
地
区
ご
と
の
担
当

職
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
徴
税
係

　

☎
（
25
）
７
２
０
８

　

平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
税
の
賦

課
期
日
は
、
平
成
20
年
１
月
１
日
で

す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
賦
課
期
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

家
屋
を
解
体
し
、
建
物
滅
失
登
記
を

し
な
い
場
合
や
、
未
登
記
建
物
の
所

有
権
が
移
転
し
て
い
る
場
合
は
、
届

出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
な
い
と
、

誤
っ
て
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
（
25
）
７
２
０
７

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
、
商
店
ま
た
は
農
業
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
等
の
有
形
固
定
資
産
の

こ
と
で
す
。

申
告
の
内
容

①
構
築
物
（
広
告
塔
・
テ
ナ
ン
ト
改

装
な
ど
）

②
機
械
お
よ
び
装
置
（
コ
ン
ベ
ア
・

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
・
農
業
用
機
械
・

施
設
な
ど
）

③
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
自
動
車
税

な
ら
び
に
軽
自
動
車
税
の
対
象
と

な
る
も
の
を
除
く
）

④
工
具
器
具
お
よ
び
備
品
（
机
・
イ

ス
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

　

こ
の
よ
う
な
事
業
用
資
産
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
資
産
所
有
状
況
を
申
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
前
年
申
告
の
あ
る
場
合
は
、
後
日

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
新
規
事
業
者
ま
た
は
事
業
用
資
産

を
所
有
し
て
い
て
申
告
書
の
送
付

が
無
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　

１
月
31
日
（
木
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ
・
申
告
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
（
25
）
７
２
０
７

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料

な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
支
払

先
の
住
所
、
氏
名
、
支
払
金
額
な
ど

を
記
載
し
た
源
泉
徴
収
票
や
支
払
調

書
な
ど
（
総
称
し
て
「
法
定
調
書
」

と
い
い
ま
す
）
を
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
定
調
書
は
、
利
子
、
配
当

な
ど
の
一
部
を
除
き
、
一
年
間
の
支

払
分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
も

の
で
、
平
成
19
年
中
の
支
払
に
係
る

法
定
調
書
の
提
出
は
、
平
成
20
年
１

月
31
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
記
載
誤
り
の
な
い
よ
う
正

確
に
記
載
し
、
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

税
務
相
談
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
０
０
１
４

　

消
費
税
の
免
税
事
業
者
で
、
平
成

17
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど

に
お
い
て
、
消
費
税
の
課
税
売
上
高

が
１
、０
０
０
万
円
を
超
え
た
人
は
、

平
成
19
年
分
は
消
費
税
の
課
税
事
業

者
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
20
年
３

月
31
日
（
月
）
ま
で
に
消
費
税
の
確

定
申
告
と
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
課
税
事
業
者
の
納
付
す
る

消
費
税
額
は
、
課
税
期
間
の
売
上
げ

に
対
す
る
消
費
税
額
か
ら
仕
入
れ
や

経
費
に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
を
控
除

（
仕
入
税
額
控
除
）
し
て
計
算
す
る

の
で
、
売
上
げ
、
仕
入
れ
な
ど
に
係

る
取
引
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た

帳
簿
や
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択

し
た
場
合
を
除
き
、
取
引
事
実
を
記

録
し
た
帳
簿
に
加
え
、
取
引
先
か
ら

受
け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
の
保
存
も

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
帳
簿

な
ど
の
保
存
期
間
は
、
そ
の
課
税
期

間
の
確
定
申
告
期
限
の
翌
日
か
ら
７

年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

税
務
相
談
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
０
０
１
４

●国民健康保険税第６期
●市県民税第４期
※口座振替を利用している人
は、12 月 25 日（火）に振
替を行いますので、残高の
確認をお願いします。

12月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

家
屋
の
解
体
届
と
未
登
記
家

屋
の
異
動
届
は
お
早
め
に

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

市
税
・
国
保
税
の

　
　
　
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

法
定
調
書
の
提
出
は

1
月
31
日
（
木
）
ま
で

　市税・国保税の徴収のために差押さえた財産（家
電製品・日用品など）約 60点を菊池市七城公民
館で公売し、150人を越える参加者がありました。
売却した代金 157,012 円は滞納となっている市
税などへ充てることができました。
　また、インターネット公売でも 8点を売却し、
248,185 円が同じく滞納市税などへ充てられま
した。
　今後も自主財源の確保と納税者の公平性を保つ
ため、継続して滞納処分を強化していきます。

第１回菊池市公売会を
実施しました

軽油引取税の免税手続きを
次の日程で実施します
　農業用機械に使用する軽油の免税には、「免税軽
油使用者証（2年毎に更新）」と「免税証（1年毎
に更新）」が必要です。軽油引取税の免税を希望す
る人は、必ず下記により交付申請をしてください。
受付日
単独で申請する人
　→平成 20年 1月 7日（月）～ 10日（木）
共同で申請する人
　→平成 20年 1月 17日（木）～ 18日（金）
受付時間　午前 9時～午後 4時
※正午から午後 1時までを除く。
受付場所　熊本県菊池総合庁舎 1階　第 4会議室

◆免税軽油使用者証関係
①免税軽油使用者証交付申請書　②誓約書　③免税
軽油使用者証　④耕作証明書（農業委員会発行）　
⑤免税機械の所有・使用証明（市町税務課発行）　
⑥免税機械の写真（1台につき、前・後・横から合

計 3枚撮影）
⑦印鑑（法人は登記所に提出済の代表者印、個人は
認印で可）
◆免税証関係
⑧免税証交付申請書　⑨免税軽油の引取り等に係る
報告書　⑩免税証交付申請書付表 1　⑪免税証交付
申請書付表 2　⑫免税軽油所要数量計算明細書　
⑬未使用の免税証
◆本人確認書類
⑭申請者本人を確認する書面（運転免許証など）
注意事項
•新規申請の場合、必ず本人または法人代表者が来
局してください。

•必要書類にはペンで記入してください。（鉛筆書
き不可）

•免税証交付申請書付表 2には販売店証明印があ
ることを確認してください。

•新規申請の場合、「耕作予定表」を作成するので、
「作物名」「作付面積」「機械の名称と馬力」を把
握しておいてください。

•受付日当日都合が悪い場合は、担当者までご相談
ください。
問い合わせ先　熊本県菊池地域振興局
　　　　　　　税務課課税係　☎（25）4124

　農業委員会では、毎年 1月 1日を基準日として、農
業委員選挙人名簿の作成をしなければなりません。
　そこで、該当者あてに登載申請書を配布しますので、
1月 10日までに提出をお願いします。
　区長さんに取りまとめをお願いする予定ですが、その
際、個人情報保護のため封筒を利用されても結構です。
　ご協力、よろしくお願いします。
該当者
•菊池市に住所のある 20歳以上の人。
•10a以上の農地をおおむね60日以上耕作している人。
問い合わせ先　農業委員会　☎（25）7235

農業者の皆さんへの重要なお知らせです

必要書類　　
免税軽油使用者証
の有効期限 軽油引取税の免税手続きに必要な書類

新　　　　　　規 ①、②、④～⑧、⑭（④⑤⑥⑦⑭は事
前に準備すること）

H20.2.29 まで ①～⑭（③～⑦、⑨～⑭は事前に準備
すること）

H21.2.28 まで ⑧～⑭（事前に準備すること）

〜
納
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
〜

七
城
公
民
館
で
あ
っ
た
公
売
会

1月10日（木）までに
「菊池市農業委員選挙人
名簿登載申請書」の提出を

お願いします

10月23日に

第１回菊池市公売会を
実施しました

10月23日に
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



菊
池
山
楽
会

　
　

会
員
募
集
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平
成
11
年
に
行
わ
れ
た
「
く
ま
も

と
未
来
国
体
」
で
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
戦
い
に
心
を
熱
く
し
、
全

国
か
ら
訪
れ
た
選
手
・
監
督
と
も
交

流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
興
奮
が
ま
た
菊
池
に
や
っ
て
き

ま
す
。

　

来
年
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い

た
国
体
」
で
は
、
ボ
ー
ト
競
技
会
を

10
月
３
日
（
金
）
〜
６
日
（
月
）
に

菊
池
市
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場
で
開
催

し
ま
す
。

　

全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
や
監
督
な

ど
を
温
か
く
お
も
て
な
し
す
る
た
め
、

受
付
・
案
内
や
環
境
美
化
な
ど
に
参

加
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

募
集
期
間

　

11
月
１
日
（
木
）

〜
平
成
20
年
３
月
31
日
（
月
）

募
集
人
数　

約
１
５
０
人

活
動
内
容

①
受
付
・
会
場
案
内
、②
休
憩
所
管
理
、

③
弁
当
配
布
、
④
会
場
美
化
、
⑤
輸

送
交
通
、
⑥
写
真
撮
影
、
⑦
選
手
の

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

活
動
期
間

　

平
成
20
年
９
月
30
日
（
火
）

〜
10
月
６
日
（
月
）

募
集
要
項
・
登
録
申
込
書
の
配
布
場

所
な
ど

　

お
お
い
た
国
体
菊
池
事
務
所
、
菊

池
市
役
所
本
庁
舎
・
各
総
合
支
所

※
お
お
い
た
国
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

お
お
い
た
国
体
菊
池
事
務
所

（
市
役
所
第
二
庁
舎
前
）

〒
８
６
１
‐
１
３
３
１

　

菊
池
市
隈
府
９
０
３
番
地
１

☎
（
25
）
２
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
25
）
１
３
０
０　
　
　
　

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
シ

　

h
ttp

://w
w
w
.m
e
jiro

n
.jp

/　

　

ko
ku
ta
i

●
Ｅ
メ
ー
ル

　

ko
ku
ta
i-b
o
a
t@
p
re
f.o

ita
.　

　

lg
.jp

　

九
州
財
務
局
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
当
局
の
業
務
（
経
済
・
財
政
・

金
融
・
国
有
財
産
な
ど
）
や
財
務
省
・

金
融
庁
の
施
策
に
つ
い
て
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
学
校
、
企
業
や
地
域

コ
ミ
ニ
テ
ィ
な
ど
が
開
催
す
る
講
座

や
研
修
な
ど
に
職
員
を
講
師
と
し
て

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
や
研
修
を
開
催
し
た
い
け

ど
テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い
・
・
・
。

そ
ん
な
と
き
は
、
経
済
・
財
政
・
金

融
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

九
州
財
務
局
が
無
料
で
講
師
を
派
遣

し
ま
す
。

内　

容　

①
景
気
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

↓
熊
本
経
済
の
現
状
と
見
通
し

②
国
の
財
布
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
？

↓
財
政
の
現
状
と
課
題

③
金
融
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に

↓
金
融
取
引
な
ど
の
基
礎
知
識

④
多
重
債
務
っ
て
？

↓
多
重
債
務
者
と
な
ら
な
い
た
め
に

⑤
国
有
財
産
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
る
の
？

↓
国
有
財
産
の
利
用
状
況
な
ど

※
そ
の
他
の
内
容
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。

申
し
込
み
の
注
意
点

○
開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
派
遣
は
原
則
、
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
の
間
と
し
て
い
ま

す
。

○
講
師
料
金
・
資
料
の
費
用
は
無
料

で
す
が
、会
場
・
機
材
な
ど
は
主
催

者
側
の
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日　

原
則
平
日
の

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

費　

用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
財
務
局
総
務
部
財
務
広
報
相

談
官

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
６
３
５
１

　

内
線
３
０
３
０
・
３
０
３
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
!
お
お
い
た

国
体
ボ
ー
ト
競
技
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

九
州
財
務
局「
出
前
講
座
」

の
講
師
を（
無
料
で
）派
遣

い
た
し
ま
す

　泗水公民館空調設備の老朽化の
ため、改修工事を行います。工事
は 12月頃着工の予定です。工事
期間中は部屋を使用できない場合
があります。
　公民館を使用する市民の皆さん
にはご迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。
問い合わせ先
泗水分室教育課　☎（38）2258

泗水公民館の空調改修工事を行います

　9月に開催した「第 4回韓国映画祭 in きくち」には、市内外
から延べ約 1300 人の来場があり、盛会裏に終了することがで
きました。
　この映画祭を主催している「きくち韓国映画祭実行委員会」では、
来年の映画祭を尚一層グレードアップするために、多くの人に実
行委員会のスタッフとして参加してもらいたいと考えています。
　夢を語りながら楽しく活動してみませんか？今年 12月から活
動開始の予定です。
　どうぞ気楽に申し込んでください。スタッフ一同お待ちしてい
ます。
申し込み方法
　随時、受付していますの
で、下記までお電話ください。
問い合わせ先
きくち韓国映画祭
実行委員会　会長　合志和洋
☎（25）2214　
または菊池市役所国際交流課
☎（25）7252

きくち韓国映画祭実行委員会
スタッフ募集

マスコットキャラクター“めじろん”

9月に開催した
「第4回韓国映画祭 in きくち」

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

は
、
人
事
評
価
・
人
材
開
発
や
ビ
ジ

ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
一
層
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
従

来
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
試
験
の

試
験
単
位
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
、
企
業

の
職
務
内
容
に
対
応
し
て
大
括
り
化

す
る
と
と
も
に
、
職
務
遂
行
に
必
要

な
実
務
能
力
を
評
価
す
る
た
め
、
試

験
問
題
の
質
量
と
も
拡
充
す
る
な
ど
、

企
業
実
務
に
即
し
た
専
門
的
知
識
・

能
力
を
客
観
的
に
評
価
す
る
公
的
資

格
試
験
（
能
力
評
価
試
験
）
と
し
て

平
成
19
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
中
央
職
業
能
力
開

発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
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平
成
19
年
度
後
期
試
験
は
、
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
申
請
受
付

　

平
成
20
年
１
月
４
日
（
金
）

〜
１
月
16
日
（
水
）

試
験
実
施
日

　

平
成
20
年
３
月
２
日
（
日
）

受
験
資
格　

受
験
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
年
齢
や
実
務
経
験
の
有
無

に
よ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
受
験
で
き

ま
す
。

試
験
分
野

　

生
産
管
理
、
企
業
法
務
・
総
務
、

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
経
営
情
報
シ
ス

テ
ム
、
経
営
戦
略
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

総
務
・
開
発
振
興
課

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１

平
成
19
年
度（
後
期
）ビ
ジ

ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

　元旦恒例の市民マラソン大会を開
催します。当日の参加も受付けます
ので、市民の皆さんの参加をお待ち
しています。
趣　旨　市民の体力増進と新年の健
康ならびに繁栄を祈願する。
と　き
平成 20年 1月 1日（祝）
受付会場　旭志総合支所駐車場
受付時間
午前 10時～午前 10時 30分
参加資格　原則として市内在住の人

コース　3Kmコース、7kmコース
申し込み方法
　12 月 27 日（木）までに教育委
員会旭志分室に申し込んでください。
※当日受付も行いますが、なるべく
事前申し込みをお願いします。

※本大会中における不慮の事故など
については、一日保険の範囲迄と
し、それ以外は、全て本人の責任
とします。
問い合わせ・申し込み先
　教育委員会旭志分室

　子ども囲碁、将棋大会を次のと
おり実施します。
　小、中学生ならだれでも参加で
きますので、ふるって参加くださ
い。
と　き　平成20年 1月 7日（月）
　　　　午前 9時開会
ところ　旭志公民館　1階和室
　　　　（多目的研修センター）
参加費　無料
表　彰　優勝、準優勝、3位まで
賞品が有ります。
申し込み方法
　12 月 27 日（木）までに、次
まで電話で申し込んでください
問い合わせ・申し込み先
　教育委員会旭志分室

　自然とのふれあいを求めて毎月登山を
行っています。現在約 50人の会員がい
ますが、今回新規会員を募集します。
　経験の有無は問いません。興味がある
人は下記まで申し込んでください。正式
な入会は数回参加してみて次年度からで
も結構です。また、初心者の人を対象に、
登山教室も開催予定です。
問い合わせ・申し込み先
　「菊池山楽会」事務局　井藤憲幸
　☎（26）4474（FAX可）

平成 19年 10月 25日改正
　この最低賃金は、産業別最低賃
金が適用されないすべての労働者
（臨時・パートタイム労働者を含
みます）に適用されます。
問い合わせ先　熊本労働局賃金室
☎ 096（355）3202

と　き　12月 6日（木）
午後 6時・開場 /午後 6時 30分・開演
ところ　菊池市文化会館大ホール
入場料（前売券）　子ども（4歳～高校生）1,000 円、
一般 2,000 円、ペア券 2,500 円
※当日券は 200円増（ただし当日のペア券はありません）
問い合わせ先　人形劇団ひとみ座　
☎ 044（777）2225　※平日の午前 10時～午後 6時

　　あやうしズッコケ探検隊
　　　　（平成19年度文化庁舞台芸術の魅力発見事業）熊本県（地域別）最低賃金

時間額　620円

守ろう!確かめよう!この最低賃金 人形劇

昨年の旭志元旦マラソン大会

参加者募集

第12回新春
子ども囲碁、将棋大会マラソン大会

参加者大募集
参加費無料
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111
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相
談
日　

12
月
19
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　
　
　
　

パ
レ
ア
会
議
室
１

方　

法　

相
談
者
１
人
ま
た
は
１
組

　
　
　
　

に
つ
き
30
分
程
度
の
面
談

担
当
者

•
債
務
返
済
に
関
す
る
法
律
相
談

　

熊
本
県
弁
護
士
会
推
薦
の
弁
護
士

•
債
務
返
済
と
家
計
管
理
に
関
す
る

相
談

　

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

●
予
約
受
付
日　

12
月
11
日
（
火
）

〜
13
日
（
木
）
の
３
日
間

•
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

•
受
付
電
話

　

０
１
２
０
（
６
６
６
）
５
２
８

•
受
付
定
員　

先
着
36
人

問
い
合
わ
せ
先

　

財
団
法
人
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
協
会
福
岡
支
部

　

☎
０
９
２
（
７
３
９
）
８
１
０
８

菊
池
本
所

上
赤
星　
　

三み

き木
喜き

く

こ

久
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

恭き
ょ
う
す
け助　

86
歳
）

下
赤
星　
　

堀ほ

り

た田　

和か

ず

え惠

（
亡
子　
　
　
　
　

英ひ

で

き樹　

37
歳
）

村　

田　
　

上う

え

の野　

敏と
し
ろ
う郎

（
亡
妻　
　
　
　

沙さ

ゆ

り

百
合　

65
歳
）

上
赤
星　
　

中な
か
や
ま山　

俊と

し

お夫

（
亡
母　
　
　
　
　

春は

る

よ代　

90
歳
）

戸
豊
水　
　

本ほ
ん
ど
う藤　

義よ
し
く
に國

（
亡
母　
　
　
　

ヤ
ス
ヨ　

89
歳
）

野
間
口　
　

本ほ

ん

だ田　

義よ

し

き喜

（
亡
母　
　
　
　
　

ジ
ツ　

101
歳
）

袈
裟
尾　
　

上う

え

の野　

直な
お
と
し敏

（
亡
父　
　
　
　
　

直な
お
つ
ぐ嗣　

84
歳
）

藤　

田　
　

岩い

わ

き木
セ
ツ
コ

（
亡
夫　
　
　
　
　

澄す

み

お男　

82
歳
）

中
西
寺　
　

田た

な

か中　

正ま
さ
ひ
ろ博

（
亡
母　
　
　
　

ア
イ
コ　

93
歳
）

稗　

方　
　

髙た

か

き木　

勇ゆ
う
せ
い誠

（
亡
妻　
　
　
　

千ち

え

こ

恵
子　

58
歳
）

東　

原　
　

上う
え
む
ら村　

玲れ

い

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

利と
し
あ
き秋　

71
歳
）

藤　

田　
　

岩い

わ

き木　

信の

ぶ

と人

（
亡
父　
　
　
　
　

周か
ね
よ
し義　

87
歳
）

東
迫
間　
　

迫
は
ざ
ま　

　

京き
ょ
う
こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

親ち
か
や
す靖　

70
歳
）

北　

原　
　

中な
か
む
ら村　

隼は

や

と人

（
亡
父　
　
　
　

惠け
い
い
ち
ろ
う

一
郎　

72
歳
）

熊
本
市　
　

久く

ぼ

た

保
田
時と

き

お雄

（
亡
母　
　
　
　

ア
イ
コ　

87
歳
）

下　

組　
　

前ま

え

だ田
ひ
と
み

（
亡
母　
　

原は
ら　

キ
ク
エ　

84
歳
）

高
野
瀬　
　

大お
お
さ
こ迫　

　

展
あ
つ
し

（
亡
母　
　
　
　
　

喜き

よ代　

71
歳
）

七
城
支
所

下
水
次　
　

中な
か
は
ら原

由ゆ

き

こ

紀
子

（
亡
母　
　
　
　
　

重し

げ

こ子　

70
歳
）

田　

中　
　

本ほ

ん

だ田
誠せ

い
い
ち
ろ
う

一
郎

（
亡
父　
　
　
　
　
　

寛
ひ
ろ
し　

87
歳
）

下
橋
田　
　

山や

ま

だ田　

昌ま

さ

こ子

（
亡
父　
　

宮み
や
ざ
き﨑　

正ま
さ
の
り規　

82
歳
）

新
古
閑　
　

中な
か
し
ま島　

重し
げ
つ
ぐ嗣

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ツ
コ　

93
歳
）

山　

崎　
　

奈な

ら

ざ

き

良
崎
晋し

ん
い
ち一

（
亡
母　
　
　
　

キ
ク
ノ　

97
歳
）

新　

村　
　

古こ

が閑　

康や

す

お雄

（
亡
父　
　
　
　
　

康や
す
ゆ
き之　

76
歳
）

旭
志
支
所

川　

上　
　

青あ

お

き木　

和か
ず
の
り徳

（
亡
伯
母　
　
　

ミ
ツ
モ　

89
歳
）

高　

永　
　

永な

が

た田　

誠せ

い

じ治

（
亡
母　
　
　
　

マ
ツ
ヨ　

90
歳
）

岩　

本　
　

岩い

わ

ね根　
　

淳
き
よ
し

（
亡
母　
　
　
　
　

キ
ク　

93
歳
）

川　

上　
　

鹿か

せ

じ

ま

瀬
島
一か

ず
ひ
こ彦

（
亡
妻　
　
　
　
　

由ゆ

み美　

39
歳
）

高　

柳　
　

本ほ

ん

だ田　

誠せ

い

や矢

（
亡
父　
　
　
　
　

政ま
さ
の
ぶ信　

90
歳
）

泗
水
支
所

久
米
二　
　

植う
え
じ
ま島

洋よ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

（
亡
父　
　
　
　
　

武た

け

し士　

80
歳
）

薬　

師　
　

後ご

と

う藤
佐さ

よ

こ

代
子

（
亡
夫　
　

木き

は

ら原　

良り
ょ
う
じ二　

55
歳
）

富
出
分　
　

髙た

か

み見　

堅け
ん
せ
い誠

（
亡
母　
　
　
　

ア
キ
子こ　

91
歳
）

南
住
吉　
　

平ひ

ら

た田　

憲け

ん

じ治

（
亡
母　
　
　
　

カ
ツ
エ　

86
歳
）

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

香
典
返
し

10
月
31
日（
水
）現
在

　借金返済のためにまた借
金を繰り返し、気が付くと
多数の金融業者から多額の借金を抱えてしまっ
た・・・。これを「多重債務」と言います。
　厳しい取り立てや多重債務を苦にして、自殺
や家出、夜逃げをしている多重債務者も少なく
ありません。どんなに多額の借金を抱えていて
も、必ず解決の方法はあります。
　一人で悩まず、まずご相談ください。
　11月 1日から「多重債務に関する相談窓口」
を総務課に設けました。
　「相談してよかった」と言われる、相談者と
なるよう努めていきますので、多重債務でお困
りの人は、気軽にご相談ください。職員が弁護
士や司法書士などの専門家と、皆さんに安心感
を与えられるよう、債務問題のお手伝いをしま
す。
問い合わせ先　総務課行政係　☎（25）7111

「多重債務に関する相談」は
市役所総務課
「☎（25）７１１１」へ

　気軽にご相談ください！

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
ロ

ー
ン
に
よ
る
多
重
債
務
の

返
済
で
お
困
り
の
人
へ

「
弁
護
士
が
無
料
で
相
談

に
応
え
ま
す
（
要
予
約
）」

　

月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

12心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

　

13
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

　

20
日
（
木
） 

七
城
多
目
的
研
修

　

セ
ン
タ
ー

　

27
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　

６
日
（
木
）
泗
水
地
域
福
祉

　

セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

 

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

日
程
・
場
所

　

21
日
（
金
） 

七
城
老
人
福
祉

　

セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
） 

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所（
旭
志
老
人
憩
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
） 

☎
（
38
）
６
３
６
６

12月2日
（日）

郷胃腸科内科クリニック
（内・胃・消・理） 菊池市 （38）2121

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939
山下胃腸科クリニック
（胃・内） 合志市 096（345）0600

黒川産婦人科医院（産・婦）菊池市 （25）1071
中山歯科医院 菊池市 （38）2401

12月9日
（日）

みやの小児科（小・内） 合志市 096（248）5800
本多医院（内） 菊陽町 096（232）2021
菊池中央病院
（外・整・脳外・内・形成）菊池市 （25）3141

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003
原田歯科医院 合志市 096（242）3285

12月16日
（日）

宮本内科クリニック
（内・小・循・消） 菊池市 （25）2047

宮原内科皮フ科医院（内・皮）菊陽町 096（232）8383
樽美外科整形外科医院
（整・外・皮・リハ） 大津町 096（293）2100

池田クリニック（泌） 合志市 096（248）8600
まつおか歯科医院 菊陽町 096（292）3080

12月23日
（祝）

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633
山縣医院（内・神） 大津町 096（293）4430
城間クリニック（整・リハ）菊池市 （25）2506
斎藤産婦人科医院（産・婦）菊池市 （24）1177
永野歯科医院 合志市 096（343）0701

12月24日
（月）

古賀医院（内・小・循） 菊池市 （38）2222
たぶち内科循環器科（循・
内・小・神内・呼・心内）菊陽町 096（233）3588

柴田整形外科（整・リハ・内）合志市 096（346）5500
古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

1月6日
（日）

杜の里 かねこクリニック
（内・胃・消・外・皮） 菊池市 （23）7522

山岡胃腸科クリニック
（胃・内・肛） 合志市 096（248）9001

岸病院（外・胃・整・内）菊池市 （38）2750
ちが産婦人科医院（産・婦）菊陽町 096（232）9131
さかえ歯科医院 合志市 096（248）6480

★

　本紙に掲載中の「ハッ
ピー・バースデー」では、
平成 20年３月までに誕生
日を迎える３歳までの子ど
もさんの写真を募集してい
ます。随時募集しています
が、誕生月の掲載になりま
すので、誕生月の前月 10
日（10 日が休日の場合は
前日）を締切日とします。
　掲載を希望する人は、写
真にコメントを添えて、菊
池市役所本庁または各総合
支所の広報担当まで申し込
んでください（写真は後日
持参でも可）。

H18年
12月21日
生まれ浪

な み べ

邉志
し お り

織ちゃん
（１歳 　 田島一）
父・隆晴さん　母・美加さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
有
難
う
　
♥ H18年

12月16日
生まれ宮

みやもと

本彩
さ き

妃ちゃん
（１歳 　 平野）
父・睦浩さん　母・愛子さん

早
く
お
姉
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
、か
け
っ
こ

し
た
い
な
！

H18年
12月2日
生まれ𠮷

よ し だ

田環
か ん な

菜ちゃん
（１歳 　 富の原西）
父・英司さん　母・香予子さん

ゆ
い
か
お
姉
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い

遊
ぼ
う
ね
。

H17年
12月6日
生まれ有

ありうら

浦好
こ う み

海ちゃん
（２歳 　 永）
父・通さん　母・美紀さん

パ
パ
、

だ
ぁ
〜
い
す
き
♥

H17年
12月19日
生まれ坂

さかもと

本蒼
そうてん

天くん
（２歳 　 富の原北）
父・伸一さん　母・あいさん

毎
日
が
楽
し
い
よ
★

H18年
12月11日
生まれ長

ちょうの

野礼
れ い き

輝くん
（１歳 　 桜山三）
父・太さん　母・美和子さん

マ
マ
の
お
っ
ぱ
い
と
、

お
兄
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
♥

H18年
12月23日
生まれ岩

い わ ね

根結
ゆ ら

羅ちゃん
（１歳 　 岩本）
父・直也さん　母・陽子さん

は
る
と
兄
ち
ゃ
ん
、ひ
な
た

兄
ち
ゃ
ん
、い
つ
も
遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

H17年
12月17日
生まれ髙

たかしま

島彰
しようき

起くん
（２歳 　 朝日団地）
父・規文さん　母・万美さん

奈
々
姉
に
負
け
な
い
ぐ

ら
い
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
大

き
く
な
る
よ
!!

H18年
12月8日
生まれ狩

か り の

野未
み う

羽ちゃん
（１歳 　 桜山七）
父・健太郎さん　母・千江さん

い
た
ず
ら
大
好
き
！

怪
獣
み
う
ご
ん
♥

○旭

○泗○泗

H18年
12月4日
生まれ藤

ふじかわ

川尚
な お と

士くん
（１歳 　 亘）
父・裕二さん　母・亜紀さん

じ
い
じ
、ば
あ
ば
、

大
好
き
♥

○泗 ○菊

○泗○泗○泗

○泗 ○泗

● 11月 10日（土）・11日（日）
　“菊池の灯り！”「万華灯」
 約 4 万本のローソクをともして幻想的な空間を演出
する、“菊池の灯り！”「万華灯」が市営中央グラウン
ドを主会場にありました。市民有志による実行委員会
が毎年行っているもので、集まった多くのボランティ
アなどの協力で、並べられたロウソクに次々と灯りが
ともされました。幻想的な光を放ちながら白龍と五重
塔の巨大絵が浮かび上がり、カップルや親子連れなど
の目を楽しませていました。

30｜広報きくち｜2007 DECEMBER31 広報きくち｜2007 DECEMBER｜



菊池市役所は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp

発行・編集

敷島印刷株式会社
印刷

■人口：52,519人 （+19）

　男性：25,158人 （+30）

　女性：27,361人 （-11）

　世帯：17,553世帯 （+18）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成19年12月号 編
集
後
記

編
集
後
記

10月末の人の動き
（対前月比）

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
菊池市まちづくり
人権フェスティバ
ル　9:00～

健康相談
9:30～10:30
（受付）

6・7カ児健診
13:30～14:00
（受付）

弁護士相談　9:30
～12:30
（受付12:00まで）

6・7カ月児健診　
13:10～13:30
（受付）
人形劇　あやうし
ズッコケ探検隊　
18:00開場/18:30開演

3・4カ月児健診　
13:10～13:30
（受付）

人権・行政相談（特
設相談日）
10:00～15:00

　　　　泗水地域
福祉センター
すくすくクラブ（11
月12月生まれの誕
生会）　10:30～　

3・4、6・7カ月児健診
13:30～14:00
（受付）　

９ 10 11 12 13 14 15
行政相談　9:00～
12:00
育児相談
9:30～10:30（受付）

健康相談
9:30～10:30
（受付）
献血  13:00～16:00

社会保険出張相談
所開設　10:00～
15:00
3・4カ児健診　
13:30～14:00
（受付）

すくすくクラブ
（座・まりあの人形劇）
10:30～
3歳児健診
13:30～14:00
（受付）

2歳児歯科健診
13:30～14:00
（受付）

1歳6カ月児健診
13:10～13:30
（受付）

カレンダー作り
（小学生対象）　
10:30～

16 17 18 19 20 21 22
健康相談
9:30～10:30
（受付）

育児教室
9:30～10:00
（受付）
BCG予防接種
13:30～14:00
（受付）

すくすくクラブ
（クリスマス帽子作り）
10:30～
3・4、6・7カ月児健診
13:30～14:00
（受付）

1歳6カ児健診　
13:30～14:00
（受付）
人権啓発講演会　
19:00～

3歳児健診　
13:10～13:30
（受付）
男女共同参画専門
委員相談
13:30～16:30

23 24 25 26 27 28 29
育児相談　
9:30～10:30（受付）

1歳6カ月児健診　
13:30～14:00
（受付）

市役所仕事納め
消防団夜間年末警戒
（巡視）

消防団夜間年末警戒

健康相談　9:30～
10:30（受付）
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15～13:30
（受付）

30 31 １/１ １/２ １/３ １/４ １/５
消防団夜間年末警戒 第36回旭志元旦マ

ラソン大会
10:00～10:30
（受付）旭志総合支
所駐車場

市役所仕事始め

12月の行事予定

　
「
万
華
灯
（
31
ペ
ー
ジ
写

真
）」
の
幻
想
的
な
美
し
さ

を
写
真
に
収
め
、
皆
さ
ん
に

も
伝
え
よ
う
と
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
。
独
学
の
知
識
を
駆

使
し
た
手
動
設
定
で
何
枚
も

撮
影
し
た
。

　

後
日
、
一
番
き
れ
い
に
撮

れ
て
い
る
も
の
１
枚
を
選

ぶ
。
ど
の
設
定
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
デ
ー
タ
を
見
て
み
る

と
、
念
の
た
め
に
撮
っ
て
お

い
た
「
自
動
設
定
」
だ
っ
た
。

独
学
の
知
識
は
ま
だ
ま
だ
浅

い
よ
う
だ
。

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室

菊池公園多目的グラウンド
七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
旭志総合支所

旭志多目的研修センター
旭志老人憩の家
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所
七  公

菊多G

児童セ

菊文館

児童セ

旭憩家

西部セ

泗支所

泗支所

菊文館

菊文館

菊中公

七多セ

菊中公 七多セ

健相室

旭支所

泗支所

旭憩家

菊文館

西部セ

七多セ

西部セ
七多セ

菊文館 児童セ

児童セ

七多セ
西部セ

泗支所 菊文館

菊文館

旭憩家

七多セ

菊中公

旭憩家

菊中公

西部セ


